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まえがき

　2019 年度履修便覧は、学生の皆さんが、人間総合

科学研究科博士前期課程芸術専攻の教育目標・方針

に基づき開設されている各授業科目の趣旨や内容を

理解し、適切な履修計画が立てられるように作成さ

れたものです。

　指導教員の下で自己の研究課題、履修目的を明確

にし、本専攻の教育課程に基づいて、履修計画を立

ててください。

　主な掲載内容は、授業の履修例の他、入学時に提

出する研究動向調査票・履修手続き、修了時の修了

研究題目提出にかかわるもの、および教員別オフィ

スアワー一覧等です。大学ホームページ掲載の「大

学院便覧」とともにこの履修便覧を活用して下さい。

充実した研究成果が得られることを期待します。

平成 31 年 3月

人間総合科学研究科　　　　

博士前期課程芸術専攻長
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例言

1． この履修便覧は、人間総合科学研究科博士前期課

程芸術専攻の 2019 年度の専攻概要及び各種資料

などを示したものである。

2． 履修上の一般規則は筑波大学大学院便覧に詳述さ

れているので、この履修便覧と併せて熟読し履修

計画を立てること。

3． この履修便覧の内容や記載事項に変更が生じた場

合は、その都度カリキュラム委員会が訂正ないし

補正を行うので、掲示に注意すること。

平成 31 年 3月

博士前期課程芸術専攻カリキュラム委員会
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注） 各モジュールの授業実施期間については、筑波大学ホームページ『平成 31年度大学院便覧』「学年暦カレンダー」を参照すること。

2019年度 学年暦

事項 学群
大 学 院

【　 】印は　東京キャンパス

春学期（4月 1日～ 9月 30 日）

学年開始  4 月 1 日 （月）  4 月 1 日 （月）

春季休業  4 月 1 日 （月） ～ 4 月 7 日 （日）  4 月 1 日 （月） ～ 4 月 7 日 （日）

 【 4 月 1 日 （月） ～ 4 月 8 日 （月） 】

入学式  4 月 8 日 （月）  4 月 8 日 （月）

 【4月 6 日 （土） 】

新入生オリエンテーション  4 月 8 日 （月） ～ 4 月 10 日 （水）  4 月 8 日 （月）、 4 月 9 日 （火）

 【 4 月 6 日 （土）】

春学期授業開始  4 月 11 日 （木）  4 月 10 日 （水）

 【 4 月 9 日 （火） 】

春季スポーツ・デー  5 月 11 日 （土） ～ 5 月 12 日 （日）  5 月 11 日 （土） ～ 5 月 12 日 （日）

春ABモジュール期末試験  6 月 28 日 （金） ～ 7 月 4 日 （木）  6 月 28 日 （金） ～ 7 月 4 日 （木）

春ABCモジュール期末試験  8 月 5 日 （月） ～ 8 月 9 日 （金）  8 月 5 日 （月） ～ 8 月 9 日 （金）

 【 7 月 30 日 （火） ～ 8 月 3 日 （土） 】

春学期授業終了  8 月 9 日 （金）  8 月 9 日 （金）

 【 7 月 27 日 （土） 】

期末試験予備日  【 8 月 6 日 （火） ～ 8 月 8 日 （木） 】

夏季休業  8 月 10 日 （土） ～ 9 月 30 日 （月）  8 月 10 日 （土） ～ 9 月 30 日 （月）

 【 8 月 9 日 （金） ～ 9 月 30 日 （月） 】

卒業式  9 月 25 日 （水）

大学院学位記授与式  9 月 25 日 （水）

秋学期（10 月１日～３月 31 日）

秋学期入学式  9 月 30 日 （月）  9 月 30 日 （月）

開学記念日  10 月 1 日 （火）  10 月 1 日 （火）

秋学期授業開始  10 月 1 日 （火）  10 月 1 日 （火）

 【 10 月 1 日 （火） 】

筑波キャンパス電気設備点検（全学停電）  10 月 下旬（予定）  10 月 下旬（予定）

学園祭  11 月 2 日 （土） ～ 11 月 4 日 （月）  11 月 2 日 （土） ～ 11 月 4 日 （月）

秋Aモジュール末予備日  11 月 11 日 （月）  11 月 11 日 （月）

秋季スポーツ・デー  11 月 16 日 （土） ～ 11 月 17 日 （日）  11 月 16 日 （土） ～ 11 月 17 日 （日）

秋ABモジュール期末試験  12 月 20 日 （金） ～ 12 月 26 日 （木）  12 月 20 日 （金） ～ 12 月 26 日 （木）

冬季休業  12 月 27 日 （金） ～ 1 月 5 日 （日）  12 月 27 日 （金） ～ 1 月 5 日 （日）

 【 12 月 25 日 （水） ～ 1 月 6 日 （月） 】

秋 ABCモジュール期末試験  2 月 4 日 （火）、 2 月 7 日 （金）、

 2 月 10 日 （月）、 2 月 12 日 （水）、

 2 月 13 日 （木）

 2 月 4 日 （火）、 2 月 7 日 （金）、

 2 月 10 日 （月）、 2 月 12 日 （水）、

 2 月 13 日 （木）

 【 1 月 28 日 （火） ～ 1 月 31 日 （金）、

     2 月 15 日 （土） 】

秋学期授業終了  2 月 13 日 （木）  2 月 13 日 （木）

 【 2 月 8 日 （土） 】

期末試験予備日  2 月 14 日 （金）  2 月 14 日 （金）

 【 2 月 4 日 （火） ～ 2 月 6 日 （木） 】

春季休業  2 月 15 日 （土） ～ 3 月 31 日 （火）  2 月 15 日 （土） ～ 3 月 31 日 （火）

 【 2 月 16 日 （日） ～ 3 月 31 日 （火） 】

卒業式  3 月 25 日 （水）

大学院学位記授与式  3 月 25 日 （水）

 【 3 月 28 日 （土） 】

学年終了  3 月 31 日 （火）  3 月 31 日 （火）

 【 3 月 31 日 （火） 】

　（備　考）
★１ 10 月１日（火）の開学記念日は、休講とせずに授業を実施する。
★２ 学園祭の実施に伴い、11 月５日（火）の授業は臨時休講とする。（東京キャンパスを除く）
　３ 定期健康診断の日程については、別に定め、実施時間に当たる学群・学類の当該年次及び研究科の授業は、臨時休講とする。（東京キャンパスを除く）
　４ 授業日数確保のため、下記のとおり曜日を振替えて授業を実施する。（東京キャンパスを除く）
 ５月９日は振替え授業日とし、月曜日の授業を実施する。７月 19 日は振替え授業日とし、月曜日の授業を実施する。
 10 月 18 日は振替え授業日とし、月曜日の授業を実施する。11 月 6日は振替え授業日とし、月曜日の授業を実施する。
 11 月７日は振替え授業日とし、火曜日の授業を実施する。11 月 26 日は振替え授業日とし、金曜日の授業を実施する。
 １月 16 日は振替え授業日とし、金曜日の授業を実施する。１月 22 日は振替え授業日とし、月曜日の授業を実施する。
　５ 推薦入試の実施に伴い、11 月 27 日（水）～ 11 月 29 日（金）は全日臨時休業とする。（東京キャンパスを除く）
　６ 大学入試センター試験の実施に伴い、１月 17 日（金）及び１月 20 日（月）は全日臨時休業とする。（東京キャンパスを除く）
　７ 医学類に係る卒業日は平成 32 年３月 10 日とし、卒業式は上記日程に従い実施する。
※ 学期（学期の区分）は、春学期と秋学期の 2学期とし、5週単位の 6つ（春A、春Ｂ、春C、秋A、秋 B、秋 C）のモジュールで構成する。

★１

★ 2
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専攻概要
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教育目標・方針

　本専攻は、幅広い視野で造形芸術に関わる知識・

実技の専門研究を行い、高度な技術と実際的な応用

能力・企画力によって、今日の造形芸術の多様な展

開に対応し、グローバル化した社会において指導的

役割を果たすことのできる高度専門職業人・研究者

を育成・再教育することを目的としています。
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履修方法・課程修了要件

〔一般入学者〕

１　専攻共通科目のうちから、合計６単位以上を履修すること。

　 　なお、「大学院共通科目」を履修した場合は、指導教員と専攻長の承認を得て２

単位を限度として修了要件の専攻共通科目として認定することができる。

２ 　専門科目のうちから、所属する領域の科目を中心に最も関係の深い科目を選び、

所属する領域の特別演習（１科目３単位）及び特別研究（修了研究指導－１科目

３単位）を含めて 24 単位以上履修すること。所属する領域名以外の特別演習、特

別研究は、専門科目としない。

３ 　所属領域群以外の領域の専門科目、本研究科他専攻の科目、他研究科等の科目は、

研究上の必要に応じて、指導教員と専攻長の承認を得て 10 単位を限度として修了

要件の専門科目として認定されることがある。

　※　 修了研究は、各専門分野の特性に応じて、純粋理論の研究から特定の課題に

対する研究成果までを評価する次のいずれかの方法による。

　　　　ａ．論文　　ｂ．作品及び論文　　ｃ．作品及び研究報告書

〔社会人特別選抜入学者〕

１　専攻共通科目のうちから、合計６単位以上を履修すること。

　 　なお、「大学院共通科目」を履修した場合は、指導教員と専攻長の承認を得て２

単位を限度として修了要件の専攻共通科目として認定することができる。

２ 　専門科目のうちから、所属する領域の科目を中心に最も関係の深い科目を選び、

所属する領域の特別演習（１科目３単位）及び特別研究（修了研究指導（14 条対応）

－１科目３単位）を含めて 24 単位以上履修すること。所属する領域名以外の特別

演習、特別研究は、専門科目としない。

３ 　所属領域群以外の領域の専門科目、本研究科他専攻の科目、他研究科等の科目は、

研究上の必要に応じて、指導教員と専攻長の承認を得て 10 単位を限度として修了

要件の専門科目として認定されることがある。

　※１　 修了研究は、各専門分野の特性に応じて、純粋理論の研究から特定の課題

に対する研究成果までを評価する次のいずれかの方法による。

　　　　　　ａ．論文　　ｂ．作品及び論文　　ｃ．作品及び研究報告書

　※２　 1年次に上記の単位数（専攻共通科目６単位、専門科目18単位、所属する領

域の特別演習１科目３単位）を履修した上で、２年次に復職し、特別研究

（修了研究指導（14条対応）－１科目３単位）を履修し、修了することも

できる。
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2019 年度　人間総合科学研究科博士前期課程　芸術専攻　開設授業科目一覧

専攻共通科目

科目

番号
科目名

授業

方法

単位

数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB031 西洋美術史 -1 講義 1.0 1・2 西洋古代美術史上の具体的作例について多面的に講述する。
科目名変更。西暦偶数年度開講。

01B9523 と同一。
　

中・高（美術）

高（工芸）

01EB034 西洋美術史 -2 講義 1.0 1・2 春 AB 水 2 寺門 臨太郎 西洋美術史上の具体的作例について多面的に講述する。
科目名変更。西暦奇数年度開講。

01B9526 と同一。
　

中・高（美術）

高（工芸）

01EB035 日本美術史 講義 1.0 1・2 日本美術史上の具体的作例について多面的に講述する。
科目名変更。西暦偶数年度開講。

01B9532 と同一。
　

中・高（美術）

高（工芸）

01EB039 美術論 講義 1.0 1・2 秋 AB 水 2 林 みちこ 近現代美術を取り上げ、その理論と歴史について講ずる。
西暦奇数年度開講。

01B9553 と同一。
　 中・高（美術）

01EB043 芸術教育論 A-1 講義 1.0 1・2 春 AB 火 4 直江 俊雄

芸術教育批評の方法を講義と演習を通して学び、学校教育にお

ける芸術教育実践の理解・解釈・評価と教育方法開発に携わる

基礎力を身につける。

西暦奇数年度開講。

01B9512 と同一。
　 中・高（美術）

01EB044 芸術教育論 A-2 講義 1.0 1・2 春 AB 応談 直江 俊雄

芸術教育批評の方法を、学校での実地演習等を通して学び、学

校教育における芸術教育実践の理解・解釈・評価と教育方法開

発に携わる基礎力を身につける。

西暦奇数年度開講。

01B9513 と同一。

芸術教育論 A-1 を合わせて履修する

こと。

　 中・高（美術）

01EB047 書論特講 I 講義 1.5 1・2 春 ABC 水 2 菅野 智明
書論に対する基礎的な知識を身につけるとともに、書論史研究

の方法について理解を深め、関連する諸問題に検討を加える

教室 :芸術学系棟 B539

西暦奇数年度開講。

01B9622 と同一。

　 高（書道）

01EB048 書論特講 II 講義 1.5 1・2 秋 ABC 水 2 菅野 智明
書論に対する基礎的な知識を身につけるとともに、書論史研究

の方法について理解を深め、関連する諸問題に検討を加える。

教室 :芸術学系棟 B539

西暦奇数年度開講。

01B9623 と同一。

　 高（書道）

01EB049 書鑑賞論特講 I 講義 1.5 1・2

書の鑑賞に対する基礎的な知識を身につけるとともに、書鑑賞

研究の方法について理解を深め、関連する諸問題に検討を加え

る。

教室 :芸術学系棟 B539

西暦偶数年度開講。

01B9632 と同一。

高（書道）

01EB050 書鑑賞論特講 II 講義 1.5 1・2

書の鑑賞に対する基礎的な知識を身につけるとともに、書鑑賞

研究の方法について理解を深め、関連する諸問題に検討を加え

る。

教室 :芸術学系棟 B539

西暦偶数年度開講。

01B9633 と同一。

高（書道）

01EB061 構成論特講 I 講義 1.5 1・2 春 ABC 金 2

山本 早里，小野 裕子，上浦 佑

太，國安 孝昌，村上 史明，齋

藤 敏寿，宮原 克人，鄭 然暻，

田中 佐代子，原 忠信，山本　

美希

構成分野が擁する諸領域 (構成、総合造形、クラフト、ビジュ

アルデザイン )について各々の担当教員から概説することを通

じて、造形諸分野の中での構成の位置付けを明らかにする。

01B9582 と同一。
中・高（美術）

高（工芸）

01EB062 構成論特講 II 講義 1.5 1・2 秋 ABC 金 2

山本 早里，小野 裕子，上浦 佑

太，國安 孝昌，村上 史明，齋

藤 敏寿，宮原 克人，鄭 然暻，

田中 佐代子，原 忠信，山本　

美希

構成分野が擁する諸領域 (構成、総合造形、クラフト、ビジュ

アルデザイン )について各々の担当教員から概説することを通

じて、造形諸分野の中での構成の位置付けを明らかにする。

01B9583 と同一。
中・高（美術）

高（工芸）

01EB081

創造的復興 :

ローカルデザイン

特別演習 I

演習 2.0 1 春 AB 金 5,6
齋藤 敏寿，宮原 克人，原 忠信，

村上 史明，鄭 然暻

地域において、地域再生に向けたプランを計画・提案すること

で、創造的で柔軟な思考方法について学び、情報発信力、つな

ぐ力、突破力を身につけ、実践的な創造的復興力を養う。アー

ト、デザイン、工芸などをはじめとした多様な領域の内容を包

含する。

平成 27 年度までの「創造的復興特

別演習 I」に相当。創造的復興 :チャ

レンジ学外特別演習 I と併せて履修

すること。

×



1
0

01EB082

創造的復興 :

チャレンジ学外特別

演習 I

演習 2.0 1 通年 随時
齋藤 敏寿，宮原 克人，原 忠信，

村上 史明，鄭 然暻

地域の課題に対し、地域再生に向けたプランを実施する。その

中で、文化的資源の活用や、地域住民との協力など、創造的復

興に必要な視点や方法を経験的に習得し、実践的な創造的復興

力を養う。アート、デザイン、工芸などをはじめとした多様な

領域の内容を包含する。

平成 27 年度までの「創造的復興特

別学外演習 I」に相当。創造的復興 :

ローカルデザイン特別演習 I と併せ

て履修すること。

×

01EB084

創造的復興 :

ローカルデザイン

特別演習 II

演習 2.0 2 春 AB 金 5,6
齋藤 敏寿，宮原 克人，原 忠信，

村上 史明，鄭 然暻

地域において、地域再生に向けたプランを計画・提案すること

で、創造的で柔軟な思考方法について学び、情報発信力、つな

ぐ力、突破力を身につけ、実践的な創造的復興力を養う。アー

ト、デザイン、工芸などをはじめとした多様な領域の内容を包

含する。

平成 27 年度までの「創造的復興特

別演習II」に相当。創造的復興:ロー

カルデザイン特別演習 I を履修済み

のこと。創造的復興 : ローカルデザ

イン特別演習 II と併せて履修する

こと。

×

01EB085

創造的復興 :

チャレンジ特別学外

演習 II

演習 2.0 2 通年 随時
齋藤 敏寿，宮原 克人，原 忠信，

村上 史明，鄭 然暻

地域の課題に対し、地域再生に向けたプランを実施する。その

中で、文化的資源の活用や、地域住民との協力など、創造的復

興に必要な視点や方法を経験的に習得し、実践的な創造的復興

力を養う。アート、デザイン、工芸などをはじめとした多様な

領域の内容を包含する。

平成 27 年度までの「創造的復興特

別学外演習II」に相当。創造的復興:

ローカルデザイン特別演習 II と併

せて履修すること。

×

01EB086

創造的復興 :

国際発表特別学外

演習

演習 2.0 1・2 通年 随時 原 忠信

地域の課題に対し、地域再生に向けたプランを実施する。その

中で、文化的資源の活用や、地域住民との協力など、創造的復

興に必要な視点や方法を経験的に習得し、実践的な創造的復興

力を養う。アート、デザイン、工芸などをはじめとした多様な

領域の内容を包含する。

平成 27 年度までの「創造的復興特

別学外演習II」に相当。創造的復興:

ローカルデザイン特別演習 I また

は、創造的復興 : ローカルデザイン

特別演習 II と併せて履修すること。

×

01EB063

大学を開くデザイン

プロデュース特講・

演習 A-I

演習 1.5 1・2 春 ABC 応談
渡 和由，貝島 桃代，

原 忠信，山田 協太

複数の教員がいくつかのプロジェクトを立ち上げ、学生達で

チームを組み、地域や大学の協働者・依頼者とともに、アート・

デザインの手法を使った地域貢献・大学貢献を実践的に行う。

同演習 A-II も合わせて履修するこ

とが望ましい。教室は 6A306 の他、

随時教員の指示により他の教室も使

用する。オリエンテーションは、4

月第 3 週の水曜 18:15 より 6A306 で

行う。詳しくは掲示を参照のこと。

西暦奇数年度開講。

01B9603 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB064

大学を開くデザイン

プロデュース特講・

演習 A-II

演習 1.5 1・2 秋 ABC 応談
渡 和由，貝島 桃代，

原 忠信，山田 協太

複数の教員がいくつかのプロジェクトを立ち上げ、学生達で

チームを組み、地域や大学の協働者・依頼者とともに、アート・

デザインの手法を使った地域貢献・大学貢献を実践的に行う。

同演習 A-I も合わせて履修すること

が望ましい。教室は 6A306 の他、随

時教員の指示により他の教室も使用

する。オリエンテーションは、4 月

第 3 週の水曜 18:15 より 6A306 で行

う。詳しくは掲示を参照のこと。

西暦奇数年度開講。

01B9604 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB065

大学を開くデザイン

プロデュース特講・

演習 B-I

演習 1.5 1・2

複数の教員がいくつかのプロジェクトを立ち上げ、学生達で

チームを組み、地域や大学の協働者・依頼者とともに、アート・

デザインの手法を使った地域貢献・大学貢献を実践的に行う。

同演習 B-II も合わせて履修するこ

とが望ましい。教室は 6A306 の他、

随時教員の指示により他の教室も使

用する。オリエンテーションは、4

月第 3 週の水曜 18:15 より 6A306 で

行う。詳しくは掲示を参照のこと。

西暦偶数年度開講。

01B9605 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB066

大学を開くデザイン

プロデュース特講・

演習 B-II

演習 1.5 1・2

複数の教員がいくつかのプロジェクトを立ち上げ、学生達で

チームを組み、地域や大学の協働者・依頼者とともに、アート・

デザインの手法を使った地域貢献・大学貢献を実践的に行う。

同演習 B-I も合わせて履修すること

が望ましい。教室は 6A306 の他、随

時教員の指示により他の教室も使用

する。オリエンテーションは、4 月

第 3 週の水曜 18:15 より 6A306 で行

う。詳しくは掲示を参照のこと。

西暦偶数年度開講。

01B9606 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）



1
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01EB024 デザイン特講 A 講義 1.0 1・2 秋 AB 集中 木村 浩 情報デザインの現状を把握し実践的なデザインを学ぶ。 西暦奇数年度開講。 ×

01EB025 デザイン特講 B 講義 1.0 1・2
プロダクトデザインについての主要なテキストならびに作品

を取り上げ、諸問題を検討する。
西暦偶数年度開講。 ×

01EB026 デザイン特講 C 講義 1.0 1・2 秋 AB 集中 渡 和由
環境デザインの主要な事例を取り上げ、実務的観点から諸問題

を検討する。
西暦奇数年度開講。 ×

中・高（美術）

高（工芸）

01EB027 デザイン特講 D 講義 1.0 1・2
建築デザインについての主要なテキストならびに作品を取り

上げ、諸問題を検討する。
西暦偶数年度開講。 ×

中・高（美術）

高（工芸）

専門科目〔芸術学領域群〕【美術史領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB401
西洋近世美術史特講

I-1
講義 1.0 1・2 春 AB 火 5 寺門 臨太郎

西洋近世美術史における特定課題に関する講義。西ヨーロッパ

近世の作品を多面的に分析し講述する。

西暦奇数年度開講。

01B9740 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB402
西洋近世美術史特講

I-2
講義 1.0 1・2 秋 AB 火 5 寺門 臨太郎

西洋近世美術史における特定課題に関する講義。西ヨーロッパ

近世の作品を多面的に分析し講述する。

西暦奇数年度開講。

01B9743 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB403
西洋近世美術史特講

II-1
講義 1.0 1・2

西洋近世美術史における特定課題に関する講義。西ヨーロッパ

近世の作品を多面的に分析し講述する。

西暦偶数年度開講。

01B9744 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB404
西洋近世美術史特講

II-2
講義 1.0 1・2

西洋近世美術史における特定課題に関する講義。西ヨーロッパ

近世の作品を多面的に分析し講述する。

西暦偶数年度開講。

01B9745 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB405
西洋近世美術史演習

I-1
演習 1.0 1・2 春 AB 火 6 寺門 臨太郎

西洋近世美術史における特定課題に関する演習。西ヨーロッパ

近世の美術を多面的に考察する。
西暦奇数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB406
西洋近世美術史演習

I-2
演習 1.0 1・2 秋 AB 火 6 寺門 臨太郎

西洋近世美術史における特定課題に関する演習。西ヨーロッパ

近世の美術を多面的に考察する。
西暦奇数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB407
西洋近世美術史演習

II-1
演習 1.0 1・2

西洋近世美術史における特定課題に関する演習。西ヨーロッパ

近世の美術を多面的に考察する。
西暦偶数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB408
西洋近世美術史演習

II-2
演習 1.0 1・2

西洋近世美術史における特定課題に関する演習。西ヨーロッパ

近世の美術を多面的に考察する。
西暦偶数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB409
近・現代美術論特講

I-1
講義 1.0 1・2 春 AB 木 3 林　みちこ

近・現代美術論における特定課題に関する講義。日本および西

洋の近・現代美術を多面的に分析し講述する。

西暦奇数年度開講。

01B9748 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB410
近・現代美術論特講

I-2
講義 1.0 1・2 秋 AB 木 3 林　みちこ

近・現代美術論における特定課題に関する講義。日本および西

洋の近・現代美術を多面的に分析し講述する。

西暦奇数年度開講。

01B9749 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB411
近・現代美術論特講

II-1
講義 1.0 1・2

近・現代美術論における特定課題に関する講義。日本および西

洋の近・現代美術を多面的に分析し講述する。

西暦偶数年度開講。

01B9750 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB412
近・現代美術論特講

II-2
講義 1.0 1・2

近・現代美術論における特定課題に関する講義。日本および西

洋の近・現代美術を多面的に分析し講述する。

西暦偶数年度開講。

01B9753 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB413
近・現代美術論演習

I-1
演習 1.0 1・2 春 AB 木 4 林　みちこ

近・現代美術論における特定課題に関する講義。日本および西

洋の近・現代美術を多面的に分析し講述する。
西暦奇数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB414
近・現代美術論演習

I-2
演習 1.0 1・2 秋 AB 木 4 林　みちこ

近・現代美術論における特定課題に関する講義。日本および西

洋の近・現代美術を多面的に分析し講述する。
西暦奇数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB415
近・現代美術論演習

II-1
演習 1.0 1・2

近・現代美術論における特定課題に関する講義。日本および西

洋の近・現代美術を多面的に分析し講述する。
西暦偶数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB416
近・現代美術論演習

II-2
演習 1.0 1・2

近・現代美術論における特定課題に関する講義。日本および西

洋の近・現代美術を多面的に分析し講述する。
西暦偶数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB417
西洋古代美術史特講

I-1
講義 1.0 1・2 春 AB 火 3 長田 年弘

西洋古代美術史における特定課題に関する講義。古代ギリシア

およびローマの作品を多面的に分析し講述する。

西暦奇数年度開講。

01B9754 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB418
西洋古代美術史特講

I-2
講義 1.0 1・2 秋 AB 火 3 長田 年弘

西洋古代美術史における特定課題に関する講義。古代ギリシア

およびローマの作品を多面的に分析し講述する。

西暦奇数年度開講。

01B9755 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB419
西洋古代美術史特講

II-1
講義 1.0 1・2

西洋古代美術史における特定課題に関する講義。古代ギリシア

およびローマの作品を多面的に分析し講述する。

西暦偶数年度開講。

01B9758 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB420
西洋古代美術史特講

II-2
講義 1.0 1・2

西洋古代美術史における特定課題に関する講義。古代ギリシア

およびローマの作品を多面的に分析し講述する。

西暦偶数年度開講。

01B9759 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）



1
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01EB421
西洋古代美術史演習

I-1
演習 1.0 1・2 春 AB 火 4 長田 年弘

西洋古代美術史における特定課題に関する演習。古代ギリシア

およびローマの美術を多面的に考察する。
西暦奇数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB422
西洋古代美術史演習

I-2
演習 1.0 1・2 秋 AB 火 4 長田 年弘

西洋古代美術史における特定課題に関する演習。古代ギリシア

およびローマの美術を多面的に考察する。
西暦奇数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB423
西洋古代美術史演習

II-1
演習 1.0 1・2

西洋古代美術史における特定課題に関する演習。古代ギリシア

およびローマの美術を多面的に考察する。
西暦偶数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB424
西洋古代美術史演習

II-2
演習 1.0 1・2

西洋古代美術史における特定課題に関する演習。古代ギリシア

およびローマの美術を多面的に考察する。
西暦偶数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB425 日本美術史特講 I-1 講義 1.0 1・2 春 AB 木 5 水野 裕史
日本美術史における特定課題に関する講義。日本近世の作品を

多面的に分析し講述する。

西暦奇数年度開講。

01B9760 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB426 日本美術史特講 I-2 講義 1.0 1・2 秋 AB 木 5 水野 裕史
日本美術史における特定課題に関する講義。日本近世の作品を

多面的に分析し講述する。

西暦奇数年度開講。

01B9763 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB427 日本美術史特講II-1 講義 1.0 1・2
日本美術史における特定課題に関する講義。日本近世の作品を

多面的に分析し講述する。

西暦偶数年度開講。

01B9764 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB428 日本美術史特講II-2 講義 1.0 1・2
日本美術史における特定課題に関する講義。日本近世の作品を

多面的に分析し講述する。

西暦偶数年度開講。

01B9765 と同一。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB429 日本美術史演習 I-1 演習 1.0 1・2 春 AB 木 6 水野 裕史
日本美術史における特定課題に関する演習。日本近世の美術を

多面的に考察する。
西暦奇数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB430 日本美術史演習 I-2 演習 1.0 1・2 秋 AB 木 6 水野 裕史
日本美術史における特定課題に関する演習。日本近世の美術を

多面的に考察する。
西暦奇数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB431 日本美術史演習II-1 演習 1.0 1・2
日本美術史における特定課題に関する演習。日本近世の美術を

多面的に考察する。
西暦偶数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB432 日本美術史演習II-2 演習 1.0 1・2
日本美術史における特定課題に関する演習。日本近世の美術を

多面的に考察する。
西暦偶数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB441 美術史学外演習 I 演習 1.5 1 通年 随時
長田 年弘，寺門 臨太郎，林 み

ちこ，水野 裕史

学外訪問先における調査演習。美術作品や歴史的建築物を実地

で観察し、美術史研究のプラクティカルな研究方法を演習する。
×

中・高（美術）

高（工芸）

01EB442 美術史学外演習 II 演習 1.5 2 通年 随時
長田 年弘，寺門 臨太郎，林 み

ちこ，水野 裕史

学外訪問先における調査演習。美術作品や歴史的建築物を実地

で観察し、美術史研究のプラクティカルな研究方法を演習する。
×

中・高（美術）

高（工芸）

01EB122 美術史領域特別演習 演習 3.0 1 通年 応談
長田 年弘，寺門 臨太郎，林 み

ちこ，水野 裕史
修士論文作成を視野に入れた美術史の特定課題に関する演習。 ×

01EB301 美術史領域特別研究 演習 3.0 2 通年 応談
長田 年弘，寺門 臨太郎，林 み

ちこ，水野 裕史
美術史における特定課題に関する特別研究。 14 条対応 ×

専門科目〔芸術学領域群〕【芸術支援領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB465 芸術支援学特講 -1 講義 1.0 1・2 春 AB 火 1 大久保 範子 芸術支援の理論と実践に関し、特定の研究課題に基づいて講ずる。
西暦奇数年度開講。

01B9737 と同一。
中・高（美術）

01EB466 芸術支援学特講 -2 講義 1.0 1・2 秋 AB 火 1 大久保 範子 芸術支援の理論と実践に関し、特定の研究課題に基づいて講ずる。
西暦奇数年度開講。

01B9738 と同一。
中・高（美術）

01EB467 芸術支援学演習 -1 演習 1.0 1・2 春 AB 火 2 大久保 範子
芸術支援の理論と実践に関し、特定の研究課題に基づいて演習

を行う。
西暦奇数年度開講。 中・高（美術）

01EB468 芸術支援学演習 -2 演習 1.0 1・2 秋 AB 火 2 大久保 範子
芸術支援の理論と実践に関し、特定の研究課題に基づいて演習

を行う。
西暦奇数年度開講。 中・高（美術）

01EB135
芸術支援学学外演習

I
演習 1.5 1 通年 随時

石﨑 和宏，直江 俊雄，

大久保 範子

芸術支援活動の現場 ( 美術館、美術ギャラリー、市民芸術村、

野外現代美術展会場、画廊、美術品修復施設等 )での見学を通

じ、芸術支援活動の企画運営を実地に学ぶ。

× 中・高（美術）

01EB479 芸術学習支援論 A 講義 2.0 1・2
ビジュアル・シンキング・ストラテジーの理論と方法について学

び、美術館等において学習活動を支援する基礎力を身につける。

西暦偶数年度開講。

01B9567 と同一。
中・高（美術）

01EB480 芸術学習支援論 B 講義 2.0 1・2 通年 随時 直江 俊雄
ビジュアル・シンキング・ストラテジーについて演習を中心に

学び、芸術学習支援活動を企画運営するための基礎力を養う。

西暦奇数年度開講。

01B9568 と同一。
中・高（美術）
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01EB481
芸術支援学学外演習

II
演習 1.5 2 通年 随時

石﨑 和宏，直江 俊雄，

大久保 範子

芸術支援活動の現場 ( 美術館、美術ギャラリー、市民芸術村、

野外現代美術展会場、画廊、美術品修復施設等 )での見学を通

じ、芸術支援活動の企画運営を実地に学ぶ。

× 中・高（美術）

01EB482
芸 術 支 援 ワ ー ク

ショップ I
演習 1.0 1 通年 随時 直江 俊雄 芸術支援に関するワークショップ 西暦奇数年度開講。 × 中・高（美術）

01EB483
芸 術 支 援 ワ ー ク

ショップ II
演習 1.0 2 通年 随時 直江 俊雄 芸術支援に関するワークショップ 西暦奇数年度開講。 × 中・高（美術）

01EB484 芸術教育方法論 A-1 講義 1.0 1・2 芸術教育方法の観点から幅広く考察を行う。

平成 27 年度までの「芸術教育方法

論 A」に相当

西暦偶数年度開講。

01B9506 と同一。

中・高（美術）

01EB485 芸術教育方法論 A-2 講義 1.0 1・2 芸術教育方法の観点から幅広く考察を行う。

平成 27 年度までの「芸術教育方法

論 A」に相当

西暦偶数年度開講。

01B9507 と同一。

中・高（美術）

01EB486 芸術教育方法論 B-1 講義 1.0 1・2 春 AB 木 4 直江 俊雄

芸術教育の方法に関する研究例を出発点に、主要な研究動向や

さまざまなアプローチについて調査・検討し、各自の研究方法

確立へ向けての基礎力を養う。

平成 28 年度までの「芸術教育方法

論 B」に相当

西暦奇数年度開講。

01B9508 と同一。

中・高（美術）

01EB487 芸術教育方法論 B-2 講義 1.0 1.2 秋 AB 木 4 直江 俊雄

芸術教育の方法に関する研究例を出発点に、主要な研究動向や

さまざまなアプローチについて調査・検討し、各自の研究方法

確立へ向けての基礎力を養う。

平成 28 年度までの「芸術教育方法

論 B」に相当

西暦奇数年度開講。

01B9509 と同一。

中・高（美術）

01EB489 芸術科教育特論 A 講義 1.0 1.2

芸術教育に関する基本文献を講読して今日的な課題を概観し、そ

の問題解決のための柔軟なアイデアとアプローチを複眼的に検

討する。

西暦偶数年度開講。

01B9502 と同一。

01EB490 芸術科教育特論 B 講義 1.0 1.2

現代の芸術教育研究におけるアート・ベースト・リサーチ

（Art-Based Research）による探求に注目し、事例をあげなが

らその方法論についての理解を深め、各受講者の研究テーマと

関連した活用の可能性と課題について議論する。

西暦偶数年度開講。

01B9503 と同一。

01EB491
芸術科教育実践演習

A
演習 1.0 1.2 春 AB 水 3 石﨑 和宏

芸術教育の今日的な課題について、茨城県内で実施する具体的

なプロジェクトの企画と運営を通して体験的に学ぶとともに、

実践現場におけるデータ収集の方法について講じる。

西暦奇数年度開講。

01B9504 と同一。

01EB492
芸術科教育実践演習

B
演習 1.0 1.2 秋 ABC

水 3

集中
笠原 広一，石﨑 和宏

美術教育実践における今日的な課題を解決するために、どのよ

うに問題や対象を明確化し、その問題の背景にある要因を分析

し、問題解決のための理論モデルを生成するのかについて議論

する。

西暦奇数年度開講。

01B9505 と同一。

01EB493 芸術鑑賞論 A-1 講義 1.0 1.2

芸術鑑賞での解釈や意味生成においてメタファーがどのよう

に関与するのかという問いをめぐって、視覚的メタファー

（visual metaphors）の機能や課題について考察する。美術

作品やポップカルチャーの事例を検討しながら、視覚的メタ

ファーの特質を理解し、鑑賞における意味生成についての議論

を深める。

教室：芸術 B234

西暦偶数年度開講。

01B9573 と同一。

01EB494 芸術鑑賞論 A-2 講義 1.0 1.2

人々は芸術作品をどのように理解するのか、その問いにかかわ

る先行研究を概観し、芸術鑑賞教育に関する基礎的な知見を検

討し、それらの知見を活用した学習方略について考察する。

教室：芸術 B234

西暦偶数年度開講。

01B9574 と同一。

01EB495 芸術鑑賞論 B-1 講義 1.0 1.2 秋 AB 火 3 石﨑 和宏，王 文純
芸術鑑賞に関わる先行研究をレビューし、その知見を発展させ

た鑑賞教育の視点と具体的方策を検討する。

西暦奇数年度開講。

01B9575 と同一。

01EB496 芸術鑑賞論 B-2 講義 1.0 1.2 春 AB 火 3 石﨑 和宏

芸術鑑賞教育研究に関わる先行研究をレビューし、それらの知

見や具体的な研究方法を考察し、鑑賞教育研究の方法論につい

て全般的に理解する。そして、各自の研究における独自な調査

方法をそれぞれが開発する。

西暦奇数年度開講。

01B9576 と同一。
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01EB146
芸術支援領域

特別演習
演習 3.0 1 通年 応談

直江 俊雄，石﨑 和宏，

大久保 範子
芸術支援領域に関する特別演習を行う。 ×

01EB302
芸術支援領域

特別研究
演習 3.0 2 通年 応談

直江 俊雄，石﨑 和宏，

大久保 範子

論文作成について、受講者が設定したテーマに即して指導する。

明解な論理と独自性のある主張を備えた論文の実現を目指す。
14 条対応 ×

芸 術 支 援 ワ ー ク

ショップ III
演習 1.0 1.2 通年 随時 直江 俊雄 芸術支援に関するワークショップ 西暦奇数年度開講。

芸術学習支援演習 A 演習 2.0 1・2
ビジュアル・シンキング・ストラテジーの高度な実践とコーチ

ングの方法を学ぶ。
西暦偶数年度開講。

芸術学習支援演習 B 演習 2.0 1・2 通年 随時 直江 俊雄
ビジュアル・シンキングス・トラテジーの高度な実践とコーチ

ングの方法を学ぶ。
西暦奇数年度開講。

専門科目〔芸術学領域群〕【洋画領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB201 洋画技法論特講 講義 2.0 1・2
春 AB

秋 AB
木 1

内藤 定壽，仏山 輝美，田島 直

樹，福満 正志郎，星 美加
油彩画・版画における技法・構想について、分析、論述する。 01B9771 と同一。 中・高（美術）

01EB202 西洋美術技法演習 演習 6.0 1・2 通年 木 4,5
内藤 定壽，仏山 輝美，福満 正

志郎，星 美加

制作へのプロセスとして考えられる技法について、複数教員による

技法指導、研究実験を行い、洋画の技法に関する理解と習熟を図る。
× 中・高（美術）

01EB801 洋画制作 A-1 実習 1.5 1 春 ABC 月 4,5 内藤 定壽

人体および選択されたモチーフによる絵画制作を行い、作家と

しての表現を確立するために深く追求する。特に素材や技法に

ついて、個別に指導する。学外で作品発表を行う。

× 中・高（美術）

01EB802 洋画制作 A-2 実習 1.5 1 秋 ABC 月 4,5 内藤 定壽

人体および選択されたモチーフによる絵画制作を行い、作家と

しての表現を確立するために深く追求する。特に素材や技法に

ついて、個別に指導する。学外で作品発表を行う。

洋画制作 A-1 を履修済みのこと。 × 中・高（美術）

01EB803 洋画制作 B-1 実習 1.5 1 春 ABC 火 2,3 仏山 輝美

人体および選択されたモチーフによる絵画制作を行い、作家

としての表現を確立するために深く追求する。特に色彩につい

て、個別に指導する。

× 中・高（美術）

01EB804 洋画制作 B-2 実習 1.5 1 秋 ABC 火 2,3 仏山 輝美

人体および選択されたモチーフによる絵画制作を行い、作家

としての表現を確立するために深く追求する。特に色彩につい

て、個別に指導する。

洋画制作 B-2 を履修済みのこと。 × 中・高（美術）

01EB805 洋画制作 C-1 実習 1.5 1 春 ABC 木 2,3 福満 正志郎

人体及び選択されたモチーフによる油絵制作を行い、作家とし

ての表現を確立するために深く追求する。特に制作上の構想に

ついて、個別に指導する。

× 中・高（美術）

01EB806 洋画制作 C-2 実習 1.5 1 秋 ABC 木 2,3 福満 正志郎

人体及び選択されたモチーフによる油絵制作を行い、作家とし

ての表現を確立するために深く追求する。特に制作上の構想に

ついて、個別に指導する。

洋画制作 C-1 を履修済みのこと。 × 中・高（美術）

01EB807 洋画制作 D-1 実習 1.5 1 春 ABC 金 2,3 星 美加
人体および選択されたモチーフによる油絵制作を行う。特に形

態について、個別に指導する。
× 中・高（美術）

01EB808 洋画制作 D-2 実習 1.5 1 秋 ABC 金 2,3 星 美加
人体および選択されたモチーフによる油絵制作を行う。特に形

態について、個別に指導する。
洋画制作 D-1 を履修済みのこと。 × 中・高（美術）

01EB809 洋画特別制作 A-1 実習 1.5 2 春 ABC 月 2,3 仏山 輝美

個別に設定されたテーマによってモチーフの選択を行い、テー

マに沿って素材・技法について最も適したものを選択する。学

外で作品発表を行う。

× 中・高（美術）

01EB810 洋画特別制作 A-2 実習 1.5 2 秋 ABC 月 2,3 仏山 輝美

個別に設定されたテーマによってモチーフの選択を行い、テー

マに沿って素材・技法について最も適したものを選択する。学

外で作品発表を行う。

洋画特別制作 A-1 を履修済みのこ

と。
× 中・高（美術）

01EB811 洋画特別制作 B-1 実習 1.5 2 春 ABC 火 2,3 星 美加
個別に設定されたテーマによってモチーフを選択し、特に形態

について独自の表現を追及する制作研究を行う。
× 中・高（美術）

01EB812 洋画特別制作 B-2 実習 1.5 2 秋 ABC 火 2,3 星 美加
個別に設定されたテーマによってモチーフを選択し、特に形態

について独自の表現を追及する制作研究を行う。

洋画特別制作 B-1 を履修済みのこ

と。
× 中・高（美術）
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01EB813 洋画特別制作 C-1 実習 1.5 2 春 ABC 木 4,5 福満 正志郎

個別に設定されたテーマによってモチーフの選択を行い、構想

についてテーマを良く表現するためにどのようにイメージを

展開するのかを追求する。

× 中・高（美術）

01EB814 洋画特別制作 C-2 実習 1.5 2 秋 ABC 木 4,5 福満 正志郎

個別に設定されたテーマによってモチーフの選択を行い、構想

についてテーマを良く表現するためにどのようにイメージを

展開するのかを追求する。

洋画特別制作 C-1 を履修済みのこ

と。
× 中・高（美術）

01EB815 洋画特別制作 D-1 実習 1.5 2 春 ABC 金 4,5 内藤 定壽
個別に設定されたテーマによってモチーフを選択し、色彩につ

いてテーマをより良く表現する計画と手段を追求する。
× 中・高（美術）

01EB816 洋画特別制作 D-2 実習 1.5 2 秋 ABC 金 4,5 内藤 定壽
個別に設定されたテーマによってモチーフを選択し、色彩につ

いてテーマをより良く表現する計画と手段を追求する。

洋画特別制作 D-1 を履修済みのこ

と。
× 中・高（美術）

01EB224 洋画野外風景実習 実習 1.0 1・2 春 AB 随時
内藤 定壽，仏山 輝美，福満 正

志郎，星 美加

風景画について、一週間の野外実習を通して洋画制作を行い、

個別に指導する。
× 中・高（美術）

01EB211 洋画領域特別演習 演習 3.0 1 通年 随時
内藤 定壽，仏山 輝美，福満 正

志郎，星 美加
各自の設定したテーマについて、個別に洋画の演習を行う。 ×

01EB303 洋画領域特別研究 演習 3.0 2 通年 随時
内藤 定壽，仏山 輝美，田島 直

樹，福満 正志郎，星 美加
各自の設定したテーマに基づき、洋画の修了研究の指導を行う。 14 条対応 ×

01EB831 版画制作 A-1 実習 1.5 1・2 春 ABC 金 2,3 田島 直樹

版画の技法研究を実際の制作を通して行い、その特徴、性質を

把握し、今後の作品制作に活かす。また、指導者養成の目的を

含め、技術修得に努める。

× 中・高（美術）

01EB832 版画制作 A-2 実習 1.5 1・2 秋 ABC 金 2,3 田島 直樹

版画の技法研究を実際の制作を通して行い、その特徴、性質を

把握し、今後の作品制作に活かす。また、指導者養成の目的を

含め、技術修得に努める。

版画制作 A-1 を履修済みのこと。 × 中・高（美術）

01EB833 版画制作 B-1 実習 1.5 1・2 春 ABC 金 4,5 田島 直樹
専門とする版種に関する作家、作品、技法について調査、研究、

及び実験制作を通して自己の制作に活かす。
× 中・高（美術）

01EB834 版画制作 B-2 実習 1.5 1・2 秋 ABC 金 4,5 田島 直樹
専門とする版種に関する作家、作品、技法について調査、研究、

及び実験制作を通して自己の制作に活かす。
版画制作 B-1 を履修済みのこと。 × 中・高（美術）

01EB835 版画特別制作 -1 実習 1.5 2 春 ABC 木 4,5 田島 直樹
個別に設定されたテーマによって版種を選び、版画の制作実験

研究を試みる。学外で作品の発表を行う。
× 中・高（美術）

01EB836 版画特別制作 -2 実習 1.5 2 秋 ABC 木 4,5 田島 直樹
個別に設定されたテーマによって版種を選び、版画の制作実験

研究を試みる。学外で作品の発表を行う。
版画特別制作 -1 を履修済みのこと。 × 中・高（美術）

01EB225 平版演習 演習 4.0 1・2 通年 随時 田島 直樹
アルミ板を使用した平版のあらゆる技法について演習し、表現

の深まりを期する。
西暦偶数年度開講。 × 中・高（美術）

01EB226 版画領域特別演習 演習 3.0 1 通年 随時 田島 直樹 各自の設定したテーマについて、個別に版画の演習を行う。 ×

専門科目〔芸術学領域群〕【日本画領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB241
日本画表現技法・材

料特講
講義 2.0 1 通年 随時 太田 圭，程塚 敏明，山本 浩之

日本絵画の古典作品を鑑賞し、日本画表現における諸技法およ

び諸材料について、制作者の眼と感性で読み取る。
中・高（美術）

01EB841
日本美術技法演習

-1
演習 1.5 1・2 春 ABC 木 2 山本 浩之

古典、中世、近代の作品・模写を通して、専門的素材の用法及

び材料使用にともなう種々の技法について演習を行う。
× 中・高（美術）

01EB842
日本美術技法演習

-2
演習 1.5 1・2 秋 ABC 木 2 山本 浩之

古典、中世、近代の作品・模写を通して、専門的素材の用法及

び材料使用にともなう種々の技法について演習を行う。

日本美術技法演習 -1 を履修済であ

ること。
× 中・高（美術）

01EB843
日本美術特別技法演

習 -1
演習 1.5 1・2 春 ABC 木 3 山本 浩之

古典、中世、近代の作品・模写を通して、専門的素材の用法及

び材料使用にともなう種々の技法について、さらに理解を深

め、技術を修得する。

01B9777 と同一。 × 中・高（美術）

01EB844
日本美術特別技法演

習 -2
演習 1.5 1・2 秋 ABC 木 3 山本 浩之

古典、中世、近代の作品・模写を通して、専門的素材の用法及

び材料使用にともなう種々の技法について、さらに理解を深

め、技術を修得する。

日本美術特別技法演習 -1 を履修済

であること。

01B9778 と同一。

× 中・高（美術）

01EB845 日本画制作 A-1 実習 1.5 1 春 ABC 月 4,5 程塚 敏明
専門的な技術を基礎とし、人体モデルに対処しながら、自己表

現の習熟を目的とする創作的内容をもった制作研究を行う。
教室 :5C306 × 中・高（美術）
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01EB846 日本画制作 A-2 実習 1.5 1 秋 ABC 月 4,5 程塚 敏明
専門的な技術を基礎とし、人体モデルに対処しながら、自己表

現の習熟を目的とする創作的内容をもった制作研究を行う。

日本画制作 A-1 を履修済であるこ

と。教室 :5C306
× 中・高（美術）

01EB847 日本画制作 B-1 実習 1.5 1 春 ABC 火 2,3 山本 浩之
専門的な技術を基礎とし、与えられたテーマに対処しながら、

日本画の様式に沿った制作研究を行う。
教室 :5C306 × 中・高（美術）

01EB848 日本画制作 B-2 実習 1.5 1 秋 ABC 火 2,3 山本 浩之
専門的な技術を基礎とし、与えられたテーマに対処しながら、

日本画の様式に沿った制作研究を行う。

日本画制作 B-1 を履修済であるこ

と。教室 :5C306
× 中・高（美術）

01EB849 日本画制作 C-1 実習 1.5 1 春 ABC 木 4,5 程塚 敏明
専門的な技術を基礎とし、与えられたテーマに対処しながら、

創作的内容をもった技術研究を行う。
教室 :5C306 ×

中・高（美術）

01EB850 日本画制作 C-2 実習 1.5 1 秋 ABC 木 4,5 程塚 敏明
専門的な技術を基礎とし、与えられたテーマに対処しながら、

創作的内容をもった技術研究を行う。

日本画制作 C-1 を履修済であるこ

と。教室 :5C306
× 中・高（美術）

01EB851 日本画制作 D-1 実習 1.5 1 春 ABC 金 2,3 太田 圭
日本画制作を通し、新しい表現の可能性を追求しながら制作研

究を行い、将来への展望をはかる。
教室 :5C306 × 中・高（美術）

01EB852 日本画制作 D-2 実習 1.5 1 秋 ABC 金 2,3 太田 圭
日本画制作を通し、新しい表現の可能性を追求しながら制作研

究を行い、将来への展望をはかる。

日本画制作 D-1 を履修済であるこ

と。教室 :5C306
× 中・高（美術）

01EB853 日本画特別制作 A-1 実習 1.5 2 春 ABC 月 2,3 太田 圭
個別にテーマを設定し、日本画による自己表現の確立をはか

り、学外で作品の発表を行う。
教室 :5C306 × 中・高（美術）

01EB854 日本画特別制作 A-2 実習 1.5 2 秋 ABC 月 2,3 太田 圭
個別にテーマを設定し、日本画による自己表現の確立をはか

り、学外で作品の発表を行う。

日本画特別制作 A-1 を履修済である

こと。教室 :5C306
× 中・高（美術）

01EB855 日本画特別制作 B-1 実習 1.5 2 春 ABC 火 4,5 山本 浩之
基礎技法をマスターし、更に新しい表現技術の研究と自己のテー

マをより広く発展させる為に、積極的に内部の開発に取り組む。
教室 :5C306 × 中・高（美術）

01EB856 日本画特別制作 B-2 実習 1.5 2 秋 ABC 火 4,5 山本 浩之
基礎技法をマスターし、更に新しい表現技術の研究と自己のテー

マをより広く発展させる為に、積極的に内部の開発に取り組む。

日本画特別制作 B-1 を履修済である

こと。教室 :5C306
× 中・高（美術）

01EB857 日本画特別制作 C-1 実習 1.5 2 春 ABC 木 2,3 程塚 敏明
自己の内部表現の為の技法と材料の必然性や絵画思想、問題意

識の理論的発展を高める。
教室 :5C306 × 中・高（美術）

01EB858 日本画特別制作 C-2 実習 1.5 2 秋 ABC 木 2,3 程塚 敏明
自己の内部表現の為の技法と材料の必然性や絵画思想、問題意

識の理論的発展を高める。

日本画特別制作 C-1 を履修済である

こと。教室 :5C306
× 中・高（美術）

01EB859 日本画特別制作 D-1 実習 1.5 2 春 ABC 金 4,5 太田 圭

日本画による表現の多様性をふまえて各自のテーマを設定し、

制作研究を行うと同時に客観的な視野に立ち、自分の作品の分

析研究を行う。

教室 :5C306 × 中・高（美術）

01EB860 日本画特別制作 D-2 実習 1.5 2 秋 ABC 金 4,5 太田 圭

日本画による表現の多様性をふまえて各自のテーマを設定し、

制作研究を行うと同時に客観的な視野に立ち、自分の作品の分

析研究を行う。

日本画特別制作 D-1 を履修済である

こと。教室 :5C306
× 中・高（美術）

01EB251 日本画野外風景実習 実習 1.0 1・2 春 AB 随時 太田 圭，程塚 敏明，山本 浩之
風景画について、一週間の野外実習を通して制作実技研究を行

い、個別に指導する。
× 中・高（美術）

01EB252 日本画領域特別演習 演習 3.0 1 通年 随時 太田 圭，程塚 敏明，山本 浩之
個々の研究領域に応じたテーマに則り、表現における理論と実

践を試み、作品制作を行う。
×

01EB304 日本画領域特別研究 演習 3.0 2 通年 随時 太田 圭，程塚 敏明，山本 浩之 各自の設定したテーマに基づき、日本画の修了研究を行う。 14 条対応 ×

専門科目〔芸術学領域群〕【彫塑領域】

科目
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01EB871 彫塑技法論特講 -1 講義 1.0 1・2 春 AB 木 1 宮坂 慎司，大原 央聡 彫塑の表現方法について、歴史的、理論的に分析を行う。

原則として彫塑領域の学生に限る。

原則として「彫塑技法論特講 -2」

とあわせて履修すること。2019 年

度限り。

中・高（美術）

01EB872 彫塑技法論特講 -2 講義 1.0 1・2 秋 AB 木 1 宮坂 慎司，大原 央聡 彫塑の表現方法について、歴史的、理論的に分析を行う。

原則として彫塑領域の学生に限る。

彫塑技法論特講 -1 を履修した者。

2019 年度限り。

中・高（美術）

01EB263 彫塑学外演習 演習 1.0 1・2 通年 随時 大原 央聡，宮坂 慎司 各自のテーマに基づき、実地研修を行う。 彫塑領域の学生に限る。 × 中・高（美術）

01EB875 塑造制作 A-1 実習 1.5 1・2 春 ABC 金 2,3 宮坂 慎司 裸婦モデルによる塑造制作を行い、立体表現の感覚を養う。

彫塑領域の学生に限る。原則として

「塑造制作 A-2」とあわせて履修す

ること。2019 年度限り。

× 中・高（美術）
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01EB876 塑造制作 A-2 実習 1.5 1・2 秋 ABC 金 2,3 宮坂 慎司 裸婦モデルによる塑造制作を行い、立体表現の感覚を養う。
彫塑領域の学生に限る。塑造制作

A-1 を履修した者。2019 年度限り。
× 中・高（美術）

01EB877 塑造制作 B-1 実習 1.5 1・2 春 ABC 木 2,3 大原 央聡，宮坂 慎司 裸婦モデルによる塑造制作を行い、立体表現の感覚を養う。

彫塑領域の学生に限る。原則として

「塑造制作 B-2」とあわせて履修す

ること。2019 年度限り。

× 中・高（美術）

01EB878 塑造制作 B-2 実習 1.5 1・2 秋 ABC 木 2,3 大原 央聡，宮坂 慎司 裸婦モデルによる塑造制作を行い、立体表現の感覚を養う。
彫塑領域の学生に限る。塑造制作

B-1 を履修した者。2019 年度限り。
× 中・高（美術）

01EB879 彫刻制作 A-1 実習 1.5 1・2 春 ABC 木 5,6 大原 央聡 クス材等の丸太や木材を用いて木彫制作を行う。

原則として「彫刻制作 A-2」とあわ

せて履修すること。原則として彫塑

領域の学生に限る。2019 年度限り。

× 中・高（美術）

01EB880 彫刻制作 A-2 実習 1.5 1・2 秋 ABC 木 5,6 大原 央聡 クス材等の丸太や木材を用いて木彫制作を行う。

彫塑領域の学生に限る。原則として

彫刻制作 A-1 を履修していること。

2019 年度限り。

× 中・高（美術）

01EB881 彫刻制作 B-1 実習 1.5 1・2 春 ABC 金 4,5 宮坂 慎司，大原 央聡
石が保有する彫刻的な特質を活かして、創造的な立体表現力を

高める。

原則として彫塑領域の学生に限る。

原則として「彫刻制作 B-2」とあわ

せて履修すること。2019 年度限り。

× 中・高（美術）

01EB882 彫刻制作 B-2 実習 1.5 1・2 秋 ABC
金 4,5

集中
宮坂 慎司，大原 央聡

石が保有する彫刻的な特質を活かして、創造的な立体表現力を

高める。

原則として彫塑領域の学生に限る。

彫刻制作 B-1 を履修した者。2019

年度限り。

× 中・高（美術）

01EB883 金属彫刻制作 -1 実習 1.5 1・2 春 ABC 火 2,3 大原 央聡，宮坂 慎司
鋳造・溶接等の金属処理を駆使して、実験的で創造的な彫塑の

制作研究を行う。

原則として彫塑領域の学生に限る。

原則として「金属彫刻制作 -2」とあ

わせて履修すること。2019年度限り。

× 中・高（美術）

01EB884 金属彫刻制作 -2 実習 1.5 1・2 秋 ABC 火 2,3 大原 央聡，宮坂 慎司
鋳造・溶接等の金属処理を駆使して、実験的で創造的な彫塑の

制作研究を行う。

原則として彫塑領域の学生に限

る。金属彫刻制作 -1 を履修した者。

2019 年度限り。

× 中・高（美術）

01EB885 テラコッタ制作 実習 1.5 1・2 春 ABC 火 4,5 大原 央聡，宮坂 慎司
独自の素材と技法を有するテラコッタ ( 陶造形 ) 技法を用い

て立体造形を行う。

原則として彫塑領域の学生に限る。

01B9782 と同一。
× 中・高（美術）

01EB270 彫塑特別制作 A 実習 1.0 2 春 AB 月 2,3 大原 央聡，宮坂 慎司
彫塑表現の多様性をふまえ、各自でテーマを選択し、高度な表

現技法と創作的内容をもった制作研究を行う。

彫塑領域の学生に限る。

2019 年度限り。
× 中・高（美術）

01EB271 彫塑特別制作 B 実習 1.0 2 春 AB 火 4,5 大原 央聡，宮坂 慎司
彫塑表現の多様性をふまえ、各自でテーマを選択し、高度な表

現技法と創作的内容をもった制作研究を行う。

彫塑領域の学生に限る。

2019 年度限り。
×

中・高（美術）

01EB272 彫塑特別制作 C 実習 1.0 2 春 AB 水 2,3 大原 央聡，宮坂 慎司
彫塑表現の多様性をふまえ、各自でテーマを選択し、高度な表

現技法と創作的内容をもった制作研究を行う。

彫塑領域の学生に限る。

2019 年度限り。
×

中・高（美術）

01EB273 彫塑特別制作 D 実習 1.0 2 春 AB 木 2,3 大原 央聡，宮坂 慎司
彫塑表現の多様性をふまえ、各自でテーマを選択し、高度な表

現技法と創作的内容をもった制作研究を行う。

彫塑領域の学生に限る。

2019 年度限り。
×

中・高（美術）

01EB274 彫塑特別制作 E 実習 1.0 2 春 AB 木 4,5 大原 央聡
彫塑表現の多様性をふまえ、各自でテーマを選択し、高度な表

現技法と創作的内容をもった制作研究を行う。

彫塑領域の学生に限る。

2019 年度限り。
×

中・高（美術）

01EB275 彫塑特別制作 F 実習 1.0 2 春 AB 金 2,3 大原 央聡，宮坂 慎司
彫塑表現の多様性をふまえ、各自でテーマを選択し、高度な表

現技法と創作的内容をもった制作研究を行う。

彫塑領域の学生に限る。

2019 年度限り。
×

中・高（美術）

01EB276 彫塑特別制作 G 実習 1.0 2 春 AB 金 4,5 大原 央聡，宮坂 慎司
彫塑表現の多様性をふまえ、各自でテーマを選択し、高度な表

現技法と創作的内容をもった制作研究を行う。

彫塑領域の学生に限る。

2019 年度限り。
×

中・高（美術）

01EB277 彫塑領域特別演習 演習 3.0 1 通年 随時 大原 央聡，宮坂 慎司
各自の設定したテーマに基づき、修了研究に向けての彫塑の演

習を行う。

彫塑領域の学生に限る。

2019 年度限り。
×

01EB305 彫塑領域特別研究 演習 3.0 2 通年 随時 大原 央聡，宮坂 慎司 各自の設定したテーマに基づき、彫塑の修了研究を行う。

14 条対応

彫塑領域の学生に限る。

2019 年度限り。

×

専門科目〔芸術学領域群〕【書領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB282 行・草漢字制作 実習 3.0 1・2 通年 木 4,5 菅野 智明
行書・草書における代表的な古典の臨書を通して、当該書体の

技法に習熟するとともに、倣書を中心とした創作を試みる。

西暦奇数年度開講。

01B9791 と同一。
× 高（書道）
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01EB281 隷・楷漢字制作 実習 3.0 1・2
隷書・楷書における代表的な古典の臨書を通して、当該書体の

技法に習熟するとともに、倣書を中心とした創作を試みる。

西暦偶数年度開講。

01B9786 と同一。
× 高（書道）

01EB283 古文字書法 A 実習 3.0 1・2 通年 火 5,6 中村 伸夫

中国古代の文字資料を書法の観点から整理し、いくつかの遺品

を実地に模写・臨書することを通して、その分析を深め、漢字

書法習得のための一助とする。

西暦奇数年度開講。

01B9796 と同一。
× 高（書道）

01EB284 古文字書法 B 実習 3.0 1・2

中国古代の文字資料を書法の観点から整理し、いくつかの遺品

を実地に模写・臨書することを通して、その分析を深め、漢字

書法習得のための一助とする。

西暦偶数年度開講。

01B9797 と同一。
× 高（書道）

01EB285 仮名制作 A 実習 3.0 1・2 通年 金 1,4 森岡 隆
古筆を基調とした制作方法を学び、あわせて大字作品への展開

を図る。

西暦奇数年度開講。

01B9801 と同一。
× 高（書道）

01EB286 仮名制作 B 実習 3.0 1・2
古筆を基調とした制作方法を学び、あわせて大字作品への展開

を図る。

西暦偶数年度開講。

01B9806 と同一。
× 高（書道）

01EB891 書学外演習 A 演習 1.5 1・2 通年 随時 中村 伸夫，森岡 隆，菅野 智明 博物館、美術館で書作品などを鑑賞し、教養を深める。

書領域対象

西暦奇数年度開講。

01B9812 と同一。

× 高（書道）

01EB892 書学外演習 B 演習 1.5 1・2 博物館、美術館で書作品などを鑑賞し、教養を深める

書領域対象

西暦偶数年度開講。

01B9813 と同一。

× 高（書道）

01EB288 書領域特別演習 演習 3.0 1 通年 随時 中村 伸夫，森岡 隆，菅野 智明 各自の設定したテーマについて、個別に演習を行う。 ×

01EB306 書領域特別研究 演習 3.0 2 通年 随時 中村 伸夫，森岡 隆，菅野 智明 各自の設定したテーマに基づき、書の修了研究を行う。 14 条対応 ×

専門科目〔デザイン学領域群〕【構成領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB510
平面・立体構成論

特講
講義 1.5 1・2 春 ABC 木 5 上浦 佑太

様々な分野の造形表現を対象に、色・形・素材等の基本要素に

着目しつつ、設置空間や制作意図との整合性を構成学的視座か

ら読み解く。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB511 平面・立体構成演習 演習 1.5 1・2 秋 ABC 木 5 上浦 佑太

作り方や見え方の原理そのものに着目した表現の開拓を試み

る。一定の物理的制約のもとで作品を制作し、年度末の展示で

成果を公開する。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB512 色彩計画論特講 講義 1.5 1・2 春 ABC 水 3 山本 早里

デザイン分野における色彩計画には、感性だけでなく科学的な

知見に基づく客観性が求められる。本講義では色彩計画を行う

ための諸理論を講ずる。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB513 色彩計画演習 演習 1.5 1・2 秋 ABC 水 3 山本 早里

デザイン分野における色彩計画に主眼をおいた演習。調査・設

計・評価などを含めた色彩計画の実践を通じ、色彩計画の高度・

専門的な知識および実践力を習得することを目標とする。

×
中・高（美術）

高（工芸）

01EB507 構成領域特別演習 演習 3.0 1 通年 随時 山本 早里，上浦 佑太 各自のテーマに基づき、修了研究に向けた演習を行う。 ×

01EB701 構成領域特別研究 演習 3.0 2 通年 随時 山本 早里，上浦 佑太 各自のテーマに基づき修了研究を行う。 14 条対応 ×

専門科目〔デザイン学領域群〕【総合造形領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB528 現代アート表現論 講義 1.5 1・2 春 ABC 火 4 小野 裕子

現代アートの知見を踏まえて、その動向を調査する。多領域の

学生の意見を交えながら自身の研究と比較して、各自の研究に

反映させていく。

2019 年度のみ。

2020 年度より秋 ABC 火 5 で開講。
中・高（美術）

01EB529 現代アート表現演習 演習 1.5 1・2 春 ABC 火 5 小野 裕子
現代アートの動向を調査し、各自の研究を深め、実験制作を行

う。
× 中・高（美術）

01EB530 メディア表現論 講義 1.5 1・2 秋 ABC 火 4 村上 史明 現代のメディア技術について調査し、ディスカッションを行う。 ×
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01EB531 メディア表現演習 演習 1.5 1・2 秋 ABC 火 5 村上 史明

メディアアートに関する制作活動の裏づけとなる資料を調査・

整理・考察するとともに、各自が設定した課題に基づく作品の

制作を行う。

2019 年度のみ。

2020 年度より春 ABC 火 4 で開講。
×

01EB532 現代美術論 講義 1.5 1・2 秋 ABC 火 2 國安 孝昌
総合造形の視点から現代美術論を論じる。テキストの講読とレ

ポート添削を行う。
01B9822 と同一。 中・高（美術）

01EB533 現代美術演習 演習 1.5 1・2 春 ABC 火 2 國安 孝昌
総合造形の視点から現代美術論を考えた討論を行い、一つの展

覧会を立ち上げる。
× 中・高（美術）

01EB527
総合造形領域特別

演習
演習 3.0 1 通年 随時

國安 孝昌，村上 史明，

小野 裕子
総合造形の視点から討議を行い、個展を計画、準備し、実施する。 ×

01EB702
総合造形領域特別

研究
演習 3.0 2 通年 火 6

國安 孝昌，村上 史明，

小野 裕子
修了制作・修士論文の作成を中心とした、個々の研究指導を行う。14 条対応 ×

専門科目〔デザイン学領域群〕【クラフト領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB553 陶磁造形演習 I 演習 1.5 1・2 春 ABC 水 1 齋藤 敏寿

作陶家、工芸家、造形作家、研究者、教育者等養成の為、土(粘土)

から陶磁へ変化するシステムの理解と応用をテーマとして、実

材主義的造形の立場から作品の理論づけと作品制作を行う。

授業時間外に窯焼成管理の時間等の

自己管理が必須である。

01B9832 と同一。

芸術系棟 B − 138 齋藤敏寿研究室に

て授業を行う。

×
中・高（美術）

高（工芸）

01EB554 陶磁造形演習 II 演習 1.5 1・2 秋 ABC 水 1 齋藤 敏寿

作陶家、工芸家、造形作家、研究者、教育者等養成の為、陶磁

による造形に関して理論と制作から実践的に研究し、高度な表

現を通して修得させる。

授業時間外に窯焼成管理の時間等の

自己管理が必須である。

01B9833 と同一。

芸術系棟 B − 138 齋藤敏寿研究室に

て授業を行う。

×
中・高（美術）

高（工芸）

01EB555 木材造形演習 I 演習 1.5 1・2 春 ABC 水 2 宮原 克人 樹木から木へ。木材の特性を生かした造形表現を検討する。 ×
中・高（美術）

高（工芸）

01EB556 木材造形演習 II 演習 1.5 1・2 秋 ABC 水 2 宮原 克人 各自テーマを設定し、具体的な作品制作を通して研究を行う。 ×
中・高（美術）

高（工芸）

01EB559 ガラス造形演習 I 演習 1.5 1・2 春 ABC 火 2 鄭 然暻
ガラス造形と自身の作品を比較しプレゼンテーションを行う。

異素材を理解することで研究テーマの確立を目指す。

授業は B309 にて行う。学群におい

てガラス実習関連の授業を履修済み

のこと。他大学からの入学者等に関

しては条件付きで受講可。

×
中・高（美術）

高（工芸）

01EB560 ガラス造形演習 II 演習 1.5 1・2 秋 ABC 随時 鄭 然暻
各自扱う素材とガラス素材を組み合わせて制作を行い、自身の研究

を深める。
×

中・高（美術）

高（工芸）

01EB548 漆芸演習 演習 2.0 1・2 通年 随時 宮原 克人
漆芸の基礎的な技術 ( 乾漆、蒔絵、螺鈿 )を習得し、各自の表

現を試みる。
×

中・高（美術）

高（工芸）

01EB547
クラフト領域特別

演習
演習 3.0 1 通年 随時 齋藤 敏寿，宮原 克人，鄭 然暻

クラフト領域修了研究の推進の為、学生が設定したテーマに関

して全体及び個別に指導する。

クラフト領域授業成果展等の企画、

運営を行う。
×

01EB703
クラフト領域特別

研究
演習 3.0 2 通年 随時 齋藤 敏寿，宮原 克人，鄭 然暻

クラフト領域修了研究をめざし、学生の自主的テーマについて

全体的及び個別的に指導する。

クラフト領域授業成果展等の企画、

運営を行う。14 条対応
×

専門科目〔デザイン学領域群〕【ビジュアルデザイン領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB561 視覚伝達設計論特講 講義 1.0 1・2 秋 AB 木 2 原 忠信
視覚伝達デザインの今日的諸課題をとりあげ、ディスカッショ

ン、ブレインストーミング、プレゼンテーションを行う。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB569 視覚伝達設計演習 A 演習 1.0 1・2 春 AB 木 2 原 忠信
プラグマティックなデザインの方法を実践的な制作課題を通

じて学ぶ。
×

中・高（美術）

高（工芸）

01EB570 視覚伝達設計演習 B 演習 1.0 1・2 春 C 木 1,2 原 忠信
プラグマティックなデザインの方法を実践的な制作課題を通

じて学ぶ。
×

中・高（美術）

高（工芸）
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01EB575
グラフィック

デザイン論特講
講義 1.0 1・2 春 AB 木 4 田中 佐代子

各受講者の研究テーマに基づく、ビジュアルデザインの発展的

な考察・立案を主題とし、ビジュアル・プレゼンテーションデー

タとビジュアル年表の制作を行う。

01B9842, 02RB315 と同一。
中・高（美術）

高（工芸）

01EB576
グラフィック

デザイン演習
演習 1.0 1・2 秋 AB 木 4 田中 佐代子

エディトリアルデザイン、広告デザイン、イラストレーション

など、受講者の研究テーマに基づいた、平面的な媒体に関する

発展的なテーマを研究し制作する。

×
中・高（美術）

高（工芸）

01EB577 画像表現論特講 講義 2.0 1・2 春 AB 金 5,6

デザイン、美術、サブカルチュアなどを横断的に探索しつつ、

画像表現 (絵による表現 )の特質、意義、可能性について検討

する。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB578 画像表現演習 演習 1.0 1・2 秋 AB 火 3
美術、デザイン、サブカルチュア等多様に広がる画像表現 (絵

による表現 )について、制作を通してその可能性を探る。
×

中・高（美術）

高（工芸）

01EB568
ビジュアル・コミュ

ニケーション演習
演習 1.0 1・2

学外からデザイナー等を講師として招き、実践的活動を踏まえ

たビジュアル・コミュニケーションの発想、制作、評価などに

ついて学ぶ。

西暦奇数年度開講。 ×

01EB567
ビジュアルデザイン

領域特別演習
演習 3.0 1 通年 随時 田中 佐代子，原 忠信

学生の自主的なテーマについて全体的および個別に研究指導

する。
×

01EB704
ビジュアルデザイン

領域特別研究
演習 3.0 2 通年 随時 田中 佐代子，原 忠信 修了研究へ向けて、全体的および個別に研究指導する。 14 条対応 ×

専門科目〔デザイン学領域群〕【情報デザイン領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB605 情報デザイン論特講 講義 2.0 1・2
メディアとコミュニケーションを中心に情報デザインの社会

的役割について考察する。

01EB636
感性情報メディア論

特講 I
1 1.0 1・2

デザインにおける情報のあり方を理解し、ヒューマンメディ

アによる表現方法の多様性について述べる。マルチメディア、

情報メディアの新たな可能性と創造活動の実現を目指す。

教室 :総合 D505

平成 27 年度までの「感性情報メディ

ア論特講」に相当

西暦偶数年度開講。

01EB637
感性情報メディア論

特講 II
1 1.0 1・2

デザインにおける情報のあり方を理解し、ヒューマンメディ

アによる表現方法の多様性について述べる。マルチメディア、

情報メディアの新たな可能性と創造活動の実現を目指す。

教室 :総合 D505

平成 27 年度までの「感性情報メディ

ア論特講」に相当

西暦偶数年度開講。

01EB610
情報デザイン設計論

特講
講義 2.0 1・2

高度情報化社会における情報・メディアとコミュニケーション

の役割と、機能について検討し、情報を形作るデザインのため

の視点と技術を養う。

01EB630 情報デザイン演習 演習 2.0 1
情報デザインにかかわる具体的な課題をもとに計画、設計、デ

ザインを実践的に行う。
×

01EB624
情報デザイン領域特

別演習
演習 3.0 1

情報と IT とそのコミュニケーションに関するデザインを演習

する。
×

01EB705
情報デザイン領域特

別研究
演習 3.0 2 各自の設定したテーマに基づき修了研究を指導する。 14 条対応 ×

専門科目〔デザイン学領域群〕【プロダクトデザイン領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB612 生産デザイン論特講  

生産デザインにおける、形や操作を媒介としたユーザと製造物

の関係について、情報のコミュニケーションという視点を踏ま

えながら論じる。

西暦偶数年度開講。

情報デザイン
領域の科目はこ
の科目を含めて
2019 年度以降開
講しない

情報デザイン
領域の科目はこ
の科目を含めて
2019 年度以降開
講しない



2
1

01EB601 デザイン解析論特講 講義 2.0 1.2
春 AB

秋 AB
小山 慎一，山中 敏正

ヒューマンインタフェースや工業製品、サービス、情報システ

ムなどの計画方法論をテーマに、人間工学、認知科学、感性科

学、感性工学、サービス工学などの手法や事例の調査分析を行

い、理論的・実践的な分析を通じて自らが手法を使いこなすた

めの基礎を修得する。

西暦奇数年度開講。

01EB631
デザインイノベー

ション論特講
 

デザインにおけるイノベーションについて事例を通して学習

し、プロジェクトマネージメントの視点からデザインを行うた

めの視点と技術を養う。

西暦偶数年度開講。

01EB633
プロダクトデザイン

演習
演習 2.0 1 秋 AB

木 6

集中

五十嵐 浩也，山中 敏正，小山

慎一，山田 博之

プロダクトデザインにかかわる具体的な課題をもとに計画、設

計、デザインを実践的に行う。
×

01EB625
プロダクトデザイン

領域特別演習
演習 3.0 1 通年 随時

五十嵐 浩也，山中 敏正，小山

慎一，山田 博之

社会におけるデザイン、視覚伝達デザイン、情報デザインお

よびデザイナーの役割について考える。また、実例について、

調査・分析を行い、その結果をプレゼンテーションを通じて表

現する。

×

01EB706
プロダクトデザイン

領域特別研究
演習 3.0 2 通年 随時

五十嵐 浩也，山中 敏正，小山

慎一，山田 博之
修士論文をまとめる基礎的研究能力を育成する。 14 条対応 ×

専門科目〔デザイン学領域群〕【環境デザイン領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB615 環境デザイン論特講 講義 2.0 1・2 春 C 集中 渡 和由
都市計画・景観計画・ランドスケープ計画・ガーデン計画に関

連した環境計画論的な考察と講述を行う。
西暦奇数年度開講。 ×

中・高（美術）

高（工芸）

01EB613
都市・地域設計論

特講
講義 2.0 1・2 春 AB 木 4,5 野中 勝利

都市や地域におけるまちづくりの実態、計画・設計に関わる制

度論や方法論について、ケーススタディを用いて考察と講述を

行う。後半はテーマに応じた受講生の発表をもとに議論をす

る。

西暦偶数年度開講。
中・高（美術）

高（工芸）

01EB619
建築・都市パッシブ

デザイン論特講
講義 2.0 1・2 春 AB 木 4,5 橋本 剛

建築及び都市におけるパッシブデザインの手法・原理・課題に

ついて講述する。
西暦奇数年度開講。 ×

中・高（美術）

高（工芸）

01EB634 環境デザイン演習 演習 2.0 1 秋 AB
木 6

集中
野中 勝利，橋本 剛，渡 和由

環境デザインにかかわる具体的な課題をもとに計画、設計、デ

ザインを実践的に行う。
×

01EB626
環境デザイン領域

特別演習
演習 3.0 1 通年 随時 野中 勝利，橋本 剛，渡 和由 環境デザインに関して、ゼミナール形式による演習を行う。 教室 : 芸術学系棟 B441 ×

01EB707
環境デザイン領域

特別研究
演習 3.0 2 通年 随時 野中 勝利，橋本 剛，渡 和由

ゼミナール形式により、各自の設定した研究テーマに基づき指

導する。
14 条対応。教室 :芸術学系棟 B441 ×

専門科目〔デザイン学領域群〕【建築デザイン領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB616 建築構法論特講 講義 2.0 1・2 秋 AB 火 4,5 加藤 研 建築構法論について講述する。 西暦奇数年度開講。
中・高（美術）

高（工芸）

01EB617 建築計画論特講 講義 2.0 1・2
建築計画論及び環境行動論について研究手法に着目して講述

する。
西暦偶数年度開講。

中・高（美術）

高（工芸）

01EB618 建築設計論特講 講義 2.0 1・2 建築設計論について講述する。 西暦偶数年度開講。 ×
中・高（美術）

高（工芸）

建築・都市フィール

ドデザイン論特論
講義 2.0 1・2 春 AB 火 4,5 山田 協太

建築及び都市の実施に即したデザイン手法・原理・課題につい

て講述する。
西暦奇数年度開講。

01EB635 建築デザイン演習 演習 2.0 1
春 C

夏季休業中

金 4,5

随時

花里 俊廣，貝島 桃代，山田　

協太，加藤 研

特定課題を設けた建築デザイン分野に関する計画・設計の演

習。
×
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01EB628
建築デザイン領域特

別演習
演習 3.0 1 通年 随時

花里 俊廣，貝島 桃代，山田　

協太，加藤 研
修了研究へ向けて、各自の設定したテーマに基づき演習を行なう。 ×

01EB708
建築デザイン領域特

別研究
演習 3.0 2 通年 随時

花里 俊廣，貝島 桃代，山田　

協太，加藤 研

ゼミナール形式により、各自の設定した研究テーマに基づき指

導する。
14 条対応 ×

専門科目〔デザイン学領域群〕【複合領域】

科目

番号
科目名

授業

方法
単位数

標準

履修

年次

実施

学期
曜時限 担当教員 授業概要 備考

科目等

履修生

申請可否

専修免許状

免許教科

01EB620 デザイン総合演習 演習 2.0 1・2 春 AB
木 6

集中

李 昇姫，内山 俊朗，五十嵐 浩

也，山中 敏正，小山慎一，山田 

博之，野中 勝利，渡 和由，花

里 俊廣，貝島 桃代，橋本 剛，

加藤 研，山田　協太

情報・プロダクト・環境・建築の各デザインを複合する実践的

なワークショップを行なう。
×

01EB623 インターンシップ 実習 1.0 1・2 通年 応談

李 昇姫，内山 俊朗，五十嵐 浩

也，山中 敏正，小山慎一，野中 

勝利，渡 和由，花里 俊廣，貝

島 桃代，橋本 剛，加藤 研，山

田　協太

デザインに関する実践的環境について、現場環境に就いて、実

際のデザイン実務について実習する。国内外の企業や実践的プ

ロジェクトにおける実習やインターンシップの機会も活用し

て、デザインの目的やプロセスを体験として修得する。

×
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教育職員免許状（専修免許状）対応科目について
　教育職員免許状（専修免許状）を取得するためには各免許教科に対応する科目を24単位以上取得することが必要です（一種免許状取得要件を満たしているこ
と）。芸術専攻の対応科目は次のとおりですので取得希望者は注意してください。また、教育職員免許状取得に関する詳細は大学のホームページに掲載されていま
すので確認してください。

免許
教科 科目番号 授　　業　　科　　目 単位数

専修免許状

修得単位数

美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

術

01EB031 西洋美術史 -1 1

24　
　

単　
　

位　
　

以　
　

上

01EB034 西洋美術史 -2 1

01EB035 日本美術史 1

01EB041 美術論 1

01EB043 芸術教育論 A-1 1

01EB044 芸術教育論 A-2 1

01EB061 構成論特講 I 1.5

01EB062 構成論特講 II 1.5

01EB063 大学を開くデザインプロデュース特講・演習A-I 1.5

01EB064 大学を開くデザインプロデュース特講・演習A-II 1.5

01EB065 大学を開くデザインプロデュース特講・演習B-I 1.5

01EB066 大学を開くデザインプロデュース特講・演習B-II 1.5

01EB026 デザイン特講 C 1

01EB027 デザイン特講 D 1

01EB401 西洋近世美術史特講 I-1 1

01EB402 西洋近世美術史特講 I-2 1

01EB403 西洋近世美術史特講 II-1 1

01EB404 西洋近世美術史特講 II-2 1

01EB405 西洋近世美術史演習 I-1 1

01EB406 西洋近世美術史演習 I-2 1

01EB407 西洋近世美術史演習 II-1 1

01EB408 西洋近世美術史演習 II-2 1

01EB409 近・現代美術論特講 I-1 1

01EB410 近・現代美術論特講 I-2 1

01EB411 近・現代美術論特講 II-1 1

01EB412 近・現代美術論特講 II-2 1

01EB413 近・現代美術論演習 I-1 1

01EB414 近・現代美術論演習 I-2 1

01EB415 近・現代美術論演習 II-1 1

01EB416 近・現代美術論演習 II-2 1

01EB417 西洋古代美術史特講 I-1 1

01EB418 西洋古代美術史特講 I-2 1

01EB419 西洋古代美術史特講 II-1 1

01EB420 西洋古代美術史特講 II-2 1

01EB421 西洋古代美術史演習 I-1 1

01EB422 西洋古代美術史演習 I-2 1

01EB423 西洋古代美術史演習 II-1 1

01EB424 西洋古代美術史演習 II-2 1

01EB425 日本美術史特講 I-1 1

01EB426 日本美術史特講 I-2 1

01EB427 日本美術史特講 II-1 1

01EB428 日本美術史特講 II-2 1

01EB429 日本美術史演習 I-1 1

01EB430 日本美術史演習 I-2 1

01EB431 日本美術史演習 II-1 1

01EB432 日本美術史演習 II-2 1

01EB441 美術史学外演習 I 1.5

01EB442 美術史学外演習 II 1.5

01EB461 美術論特講 -1 1

01EB462 美術論特講 -2 1

01EB463 美術論演習 -1 1

01EB464 美術論演習 -2 1

01EB465 芸術支援学特講 -1 1

01EB466 芸術支援学特講 -2 1

01EB467 芸術支援学演習 -1 1

01EB468 芸術支援学演習 -2 1

01EB135 芸術支援学学外演習 I 1.5

01EB481 芸術支援学学外演習 II 1.5

01EB484 芸術教育方法論 A-1 1

01EB485 芸術教育方法論 A-2 1

01EB486 芸術教育方法論 B-1 1

01EB487 芸術教育方法論 B-1 1

01EB479 芸術学習支援論 A 2

免許
教科 科目番号 授　　業　　科　　目 単位数

専修免許状

修得単位数

美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

術

01EB480 芸術学習支援論 B 2

24　
　

単　
　

位　
　

以　
　

上

01EB482 芸術支援ワークショップ I 1

01EB483 芸術支援ワークショップ II 1

01EB201 洋画技法論特講 2

01EB202 西洋美術技法演習 6

01EB801 洋画制作 A-1 1.5

01EB802 洋画制作 A-2 1.5

01EB803 洋画制作 B-1 1.5

01EB804 洋画制作 B-2 1.5

01EB805 洋画制作 C-1 1.5

01EB806 洋画制作 C-2 1.5

01EB807 洋画制作 D-1 1.5

01EB808 洋画制作 D-2 1.5

01EB809 洋画特別制作 A-1 1.5

01EB810 洋画特別制作 A-2 1.5

01EB811 洋画特別制作 B-1 1.5

01EB812 洋画特別制作 B-2 1.5

01EB813 洋画特別制作 C-1 1.5

01EB814 洋画特別制作 C-2 1.5

01EB815 洋画特別制作 D-1 1.5

01EB816 洋画特別制作 D-2 1.5

01EB831 版画制作 A-1 1.5

01EB832 版画制作 A-2 1.5

01EB833 版画制作 B-1 1.5

01EB834 版画制作 B-2 1.5

01EB835 版画特別制作 -1 1.5

01EB836 版画特別制作 -2 1.5

01EB224 洋画野外風景実習 1

01EB225 平版演習 4

01EB241 日本画表現技法・材料特講 2

01EB841 日本美術技法演習 -1 1.5

01EB842 日本美術技法演習 -2 1.5

01EB845 日本画制作 A-1 1.5

01EB846 日本画制作 A-2 1.5

01EB847 日本画制作 B-1 1.5

01EB848 日本画制作 B-2 1.5

01EB849 日本画制作 C-1 1.5

01EB850 日本画制作 C-2 1.5

01EB851 日本画制作 D-1 1.5

01EB852 日本画制作 D-2 1.5

01EB853 日本画特別制作 A-1 1.5

01EB854 日本画特別制作 A-2 1.5

01EB855 日本画特別制作 B-1 1.5

01EB856 日本画特別制作 B-2 1.5

01EB857 日本画特別制作 C-1 1.5

01EB858 日本画特別制作 C-2 1.5

01EB859 日本画特別制作 D-1 1.5

01EB860 日本画特別制作 D-2 1.5

01EB251 日本画野外風景実習 1

01EB843 日本美術特別技法演習 -1 1.5

01EB844 日本美術特別技法演習 -2 1.5

01EB871 彫塑技法論特講 -1 1

01EB872 彫塑技法論特講 -2 1

01EB263 彫塑学外演習 1

01EB875 塑造制作 A-1 1.5

01EB876 塑造制作 A-2 1.5

01EB877 塑造制作 B-1 1.5

01EB878 塑造制作 B-2 1.5

01EB879 彫刻制作 A-1 1.5

01EB880 彫刻制作 A-2 1.5

01EB881 彫刻制作 B-1 1.5

01EB882 彫刻制作 B-2 1.5

01EB883 金属彫刻制作 -1 1.5

次頁につづく
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免許
教科 科目番号 授　　業　　科　　目 単位数

専修免許状

修得単位数

工　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芸

01EB031 西洋美術史 -1 1

24　
　

単　
　

位　
　

以　
　

上

01EB034 西洋美術史 -2 1

01EB035 日本美術史 1

01EB041 美術論 1

01EB061 構成論特講 I 1.5

01EB062 構成論特講 II 1.5

01EB063 大学を開くデザインプロデュース特講・演習 A-I 1.5

01EB064 大学を開くデザインプロデュース特講・演習A-II 1.5

01EB065 大学を開くデザインプロデュース特講・演習B-I 1.5

01EB066 大学を開くデザインプロデュース特講・演習B-II 1.5

01EB026 デザイン特講 C 1

01EB027 デザイン特講 D 1

01EB401 西洋近世美術史特講 I-1 1

01EB402 西洋近世美術史特講 I-2 1

01EB403 西洋近世美術史特講 II-1 1

01EB404 西洋近世美術史特講 II-2 1

01EB405 西洋近世美術史演習 I-1 1

01EB406 西洋近世美術史演習 I-2 1

01EB407 西洋近世美術史演習 II-1 1

01EB408 西洋近世美術史演習 II-2 1

01EB409 近・現代美術論特講 I-1 1

01EB410 近・現代美術論特講 I-2 1

01EB411 近・現代美術論特講 II-1 1

01EB412 近・現代美術論特講 II-2 1

01EB413 近・現代美術論演習 I-1 1

01EB414 近・現代美術論演習 I-2 1

01EB415 近・現代美術論演習 II-1 1

01EB416 近・現代美術論演習 II-2 1

01EB417 西洋古代美術史特講 I-1 1

01EB418 西洋古代美術史特講 I-2 1

01EB419 西洋古代美術史特講 II-1 1

01EB420 西洋古代美術史特講 II-2 1

01EB421 西洋古代美術史演習 I-1 1

01EB422 西洋古代美術史演習 I-2 1

01EB423 西洋古代美術史演習 II-1 1

01EB424 西洋古代美術史演習 II-2 1

免許
教科 科目番号 授　　業　　科　　目 単位数

専修免許状

修得単位数

工　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

芸

01EB425 日本美術史特講 I-1 1

24　
　

単　
　

位　
　

以　
　

上

01EB426 日本美術史特講 I-2 1

01EB427 日本美術史特講 II-1 1

01EB428 日本美術史特講 II-2 1

01EB429 日本美術史演習 I-1 1

01EB430 日本美術史演習 I-2 1

01EB431 日本美術史演習 II-1 1

01EB432 日本美術史演習 II-2 1

01EB441 美術史学外演習 I 1.5

01EB442 美術史学外演習 II 1.5

01EB510 平面・立体構成論特講 1.5

01EB511 平面・立体構成演習 1.5

01EB512 色彩計画論特講 1.5

01EB513 色彩計画演習 1.5

01EB553 陶磁造形演習 I 1.5

01EB554 陶磁造形演習 II 1.5

01EB555 木材造形演習 I 1.5

01EB556 木材造形演習 II 1.5

01EB559 ガラス造形演習 I 1.5

01EB560 ガラス造形演習 II 1.5

01EB548 漆芸演習 2

01EB561 視覚伝達設計論特講 1

01EB569 視覚伝達設計演習 A 1

01EB570 視覚伝達設計演習 B 1

01EB575 グラフィックデザイン論特講 1

01EB576 グラフィックデザイン演習 1

01EB577 画像表現論特講 2

01EB578 画像表現演習 1

01EB613 都市・地域設計論特講 2

01EB615 環境デザイン論特講 2

01EB616 建築構法論特講 2

01EB617 建築計画論特講 2

01EB618 建築設計論特講 2

01EB619 建築・都市パッシブデザイン論特講 2

免許
教科 科目番号 授　　業　　科　　目 単位数

専修免許状

修得単位数

美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

術

01EB884 金属彫刻制作 -2 1.5

24　
　

単　
　

位　
　

以　
　

上

01EB885 テラコッタ制作 1.5

01EB270 彫塑特別制作 A 1

01EB271 彫塑特別制作 B 1

01EB272 彫塑特別制作 C 1

01EB273 彫塑特別制作 D 1

01EB274 彫塑特別制作 E 1

01EB275 彫塑特別制作 F 1

01EB276 彫塑特別制作 G 1

01EB510 平面・立体構成論特講 1.5

01EB511 平面・立体構成演習 1.5

01EB512 色彩計画論特講 1.5

01EB513 色彩計画演習 1.5

01EB528 現代アート表現論 1.5

01EB529 現代アート表現演習 1.5

01EB532 現代美術論 1.5

01EB533 現代美術演習 1.5

01EB553 陶磁造形演習 I 1.5

01EB554 陶磁造形演習 II 1.5

免許
教科 科目番号 授　　業　　科　　目 単位数

専修免許状

修得単位数

美　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

術

01EB555 木材造形演習 I 1.5

24　
　

単　
　

位　
　

以　
　

上

01EB556 木材造形演習 II 1.5

01EB559 ガラス造形演習 I 1.5

01EB560 ガラス造形演習 II 1.5

01EB548 漆芸演習 2

01EB561 視覚伝達設計論特講 1

01EB569 視覚伝達設計演習 A 1

01EB570 視覚伝達設計演習 B 1

01EB575 グラフィックデザイン論特講 1

01EB576 グラフィックデザイン演習 1

01EB577 画像表現論特講 2

01EB578 画像表現演習 1

01EB615 環境デザイン論特講 2

01EB613 都市・地域設計論特講 2

01EB616 建築構法論特講 2

01EB617 建築計画論特講 2

01EB618 建築設計論特講 2

01EB619 建築・都市パッシブデザイン論特講 2

次頁につづく
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免許
教科 科目番号 授　　業　　科　　目 単位数

専修免許状

修得単位数

書　
　
　
　
　
　

道

01EB047 書論特講 I 1.5

24　

単　

位　

以　

上

01EB048 書論特講 II 1.5

01EB049 書鑑賞論特講 I 1.5

01EB050 書鑑賞論特講 II 1.5

01EB281 隷・楷漢字制作 3

01EB282 行・草漢字制作 3

01EB283 古文字書法Ａ 3

01EB284 古文字書法Ｂ 3

01EB285 仮名制作Ａ 3

01EB286 仮名制作Ｂ 3

01EB891 書学外演習 A 1.5

01EB892 書学外演習 B 1.5



2
6

美術史領域の参考履修例

専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（24単位以上） 関連科目 単位計

西洋美術史‒１ （1単位）

西洋美術史‒２ （1単位）

日本美術史 （1単位）

美術論 （1単位）

その他の専攻共通科目あるいは

大学院共通科目２単位まで

6単位以上 西洋近世美術史特講Ⅰ‒１ （1単位）
西洋近世美術史特講Ⅰ‒２ （1単位）
西洋近世美術史特講Ⅱ‒１ （1単位）
西洋近世美術史特講Ⅱ‒２ （1単位）
西洋近世美術史演習Ⅰ‒１ （1単位）
西洋近世美術史演習Ⅰ‒２ （1単位）
西洋近世美術史演習Ⅱ‒Ⅰ （1単位）
西洋近世美術史演習Ⅱ‒２ （1単位）
近・現代美術論特講Ⅰ‒ 1 （1単位）
近・現代美術論特講Ⅰ‒ 2 （1単位）
近・現代美術論特講Ⅱ‒ 1 （1単位）
近・現代美術論特講Ⅱ‒ 2 （1単位）
近・現代美術論演習Ⅰ‒ 1 （1単位）
近・現代美術論演習Ⅰ‒ 2 （1単位）
近・現代美術論演習Ⅱ‒ 1 （1単位）
近・現代美術論演習Ⅱ‒ 2 （1単位）
西洋古代美術史特講Ⅰ‒１ （1単位）
西洋古代美術史特講Ⅰ‒２ （1単位）
西洋古代美術史特講Ⅱ‒ 1 （1単位）
西洋古代美術史特講Ⅱ‒ 2 （1単位）
西洋古代美術史演習Ⅰ‒ 1 （1単位）
西洋古代美術史演習Ⅰ‒ 2 （1単位）
西洋古代美術史演習Ⅱ‒１ （1単位）
西洋古代美術史演習Ⅱ‒２ （1単位）
日本美術史特講Ⅰ‒１ （1単位）
日本美術史特講Ⅰ‒２ （1単位）
日本美術史特講Ⅱ‒１ （1単位）
日本美術史特講Ⅱ‒２ （1単位）
日本美術史演習Ⅰ‒１ （1単位）
日本美術史演習Ⅰ‒２ （1単位）
日本美術史演習Ⅱ‒１ （1単位）
日本美術史演習Ⅱ‒２ （1単位）
美術史学外演習Ⅰ （1.5 単位）
美術史学外演習Ⅱ （1.5 単位）
美術史領域特別演習 （3単位）
美術史領域特別研究 （3単位）
 （14 条対応）

　所属領域群の科目の中から選択するもの。

　その他、10 単位を限度として所属領域群

以外の領域、本研究科の他専攻、他研究科お

よび学群で開講されている科目の中で研究上

必要とするもの。

24単位以上 30単位以上



2
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芸術支援領域の参考履修例

専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（24単位以上） 関連科目 単位計

西洋美術史‒１ （1単位）

西洋美術史‒２ （1単位）

日本美術史 （1単位）

美術論 （1単位）

芸術教育論Ａ‒１ （1単位）

芸術教育論Ａ‒２ （1単位）

大学を開くアートプロデュース

特講・演習Ａ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習Ａ‒Ⅱ （1.5 単位）

大学を開くアートプロデュース

特講・演習Ｂ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習Ｂ‒Ⅱ （1.5 単位）

書論特講Ⅰ （1.5 単位）

書論特講Ⅱ （1.5 単位）

書鑑賞諭特講Ⅰ （1.5 単位）

書鑑賞諭特講Ⅱ （1.5 単位）

その他の専攻共通科目

6単位以上 芸術支援学特講‒１ （1単位）

芸術支援学特講‒２ （1単位）

芸術支援学演習‒１ （1単位）

芸術支援学演習‒２ （1単位）

芸術教育方法論Ａ‒１ （1単位）

芸術教育方法論Ａ‒２ （1単位）

芸術教育方法論Ｂ‒１ （1単位）

芸術教育方法論Ｂ‒２ （1単位）

芸術学習支援論Ａ （2単位）

芸術学習支援論Ｂ （2単位）

芸術学習支援演習A    （2 単位）

芸術学習支援演習B    （2 単位）

芸術支援ワークショップⅠ （1単位）

芸術支援ワークショップⅡ （1単位）

芸術支援ワークショップⅢ （1単位）

芸術支援学学外演習Ⅰ （1.5 単位）

芸術支援学学外演習Ⅱ （1.5 単位）

芸術支援領域特別演習 （3単位）

芸術支援領域特別研究 （3単位）

 （14 条対応）

芸術科教育特論A （1単位）

芸術科教育特論B （1単位）

芸術科教育実践演習A （1単位）

芸術科教育実践演習B （1単位）

芸術鑑賞論A-1 （1単位）

芸術鑑賞論A-2 （1単位）

芸術鑑賞論B-1 （1単位）

芸術鑑賞論B-2 （1単位）

　所属領域群の科目の中から選択するもの。

　その他、10 単位を限度として、所属領域

群以外の領域、本研究科の他専攻、及び他研

究科で開講されている科目で研究上必要とす

るもの。

24単位以上 30単位以上



2
8

洋画領域の参考履修例

専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（24単位以上） 関　連　科　目 単位計

美術論 （1単位）

日本美術史 （1単位）

西洋美術史‒１ （1単位）

西洋美術史‒２ （1単位）

芸術教育論Ａ‒１ （1単位）

芸術教育論Ａ‒２ （1単位）

書論特講Ⅰ （1.5 単位）

書論特講Ⅱ （1.5 単位）

書鑑賞諭特講Ⅰ （1.5 単位）

書鑑賞諭特講Ⅱ （1.5 単位）

その他の専攻共通科目

6単位以上 洋画制作Ａ‒１ （1.5 単位）

洋画制作Ａ‒２ （1.5 単位）

洋画制作Ｂ‒１ （1.5 単位）

洋画制作Ｂ‒２ （1.5 単位）

洋画制作Ｃ‒１ （1.5 単位）

洋画制作Ｃ‒２ （1.5 単位）

洋画制作Ｄ‒１ （1.5 単位）

洋画制作Ｄ‒２ （1.5 単位）

版画制作Ａ‒１ （1.5 単位）

版画制作Ａ‒２ （1.5 単位）

版画制作Ｂ‒１ （1.5 単位）

版画制作Ｂ‒２ （1.5 単位）

平版演習 （4単位）

洋画技法論特講 （2単位）

西洋美術技法演習 （6単位）

洋画特別制作Ａ‒１ （1.5 単位）

洋画特別制作Ａ‒２ （1.5 単位）

洋画特別制作Ｂ‒１ （1.5 単位）

洋画特別制作Ｂ‒２ （1.5 単位）

洋画特別制作Ｃ‒１ （1.5 単位）

洋画特別制作Ｃ‒２ （1.5 単位）

洋画特別制作Ｄ‒１ （1.5 単位）

洋画特別制作Ｄ‒２ （1.5 単位）

洋画野外風景実習 （1単位）

版画特別制作‒Ⅰ （1.5 単位）

版画特別制作‒Ⅱ （1.5 単位）

洋画領域特別演習 （3単位）（必修）

版画領域特別演習 （3単位）（必修）

洋画領域特別研究 （3単位）（必修）

 （14 条対応）

　所属領域群の科目の中から選択するもの。

　その他、10 単位を限度として所属領域群

以外の領域、本研究科の他専攻、他研究科で

開講されている科目で研究上必要とするも

の。

24単位以上 30単位以上



2
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日本画領域の参考履修例

専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（24単位以上） 関　連　科　目 単位計

西洋美術史‒１ （1単位）

西洋美術史‒２ （1単位）

日本美術史 （1単位）

美術論 （1単位）

芸術教育論Ａ‒１ （1単位）

芸術教育論Ａ‒２ （1単位）

書論特講Ⅰ （1.5 単位）

書論特講Ⅱ （1.5 単位）

書鑑賞論特講Ⅰ （1.5 単位）

書鑑賞論特講Ⅱ （1.5 単位）

その他の専攻共通科目

6単位以上 日本画表現技法・材料特講 （2単位）

日本美術技法演習‒１ （1.5 単位）

日本美術技法演習‒２ （1.5 単位）

日本美術特別技法演習‒１ （1.5 単位）

日本美術特別技法演習‒２ （1.5 単位）

日本画制作Ａ‒１ （1.5 単位）

日本画制作Ａ‒２ （1.5 単位）

日本画制作Ｂ‒１ （1.5 単位）

日本画制作Ｂ‒２ （1.5 単位）

日本画制作Ｃ‒１ （1.5 単位）

日本画制作Ｃ‒２ （1.5 単位）

日本画制作Ｄ‒１ （1.5 単位）

日本画制作Ｄ‒２ （1.5 単位）

日本画特別制作Ａ‒１ （1.5 単位）

日本画特別制作Ａ‒２ （1.5 単位）

日本画特別制作Ｂ‒１ （1.5 単位）

日本画特別制作Ｂ‒２ （1.5 単位）

日本画特別制作Ｃ‒１ （1.5 単位）

日本画特別制作Ｃ‒２ （1.5 単位）

日本画特別制作Ｄ‒１ （1.5 単位）

日本画特別制作Ｄ‒２ （1.5 単位）

日本画野外風景実習 （1単位）

日本画領域特別演習 （3単位）（必修）

日本画領域特別研究 （3単位）（必修）

 （14 条対応）

　所属領域群の科目の中から選択するもの。

　その他 10 単位を限度として、所属領域群

以外の領域、本研究科の他専攻、及び他研究

科で開講されている科目で研究上必要とする

もの。

24単位以上 30単位以上



3
0

彫塑領域の参考履修例

専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（24単位以上） 関　連　科　目 単位計

美術論 （1単位）

日本美術史 （1単位）

西洋美術史‒１ （1単位）

西洋美術史‒２ （1単位）

芸術教育論Ａ‒１ （1単位）

芸術教育論Ａ‒２ （1単位）

その他の専攻共通科目

6単位以上 彫塑技法論特講‒１ （1単位）

彫塑技法論特講‒２ （1単位）

彫塑学外演習 （1単位）

塑造制作Ａ‒１ （1.5 単位）

塑造制作Ａ‒２ （1.5 単位）

塑造制作Ｂ‒１ （1.5 単位）

塑造制作Ｂ‒２ （1.5 単位）

彫刻制作Ａ‒１ （1.5 単位）

彫刻制作Ａ‒２ （1.5 単位）

彫刻制作Ｂ‒１ （1.5 単位）

彫刻制作Ｂ‒２ （1.5 単位）

彫塑特別制作Ａ （1単位）

彫塑特別制作Ｂ （1単位）

彫塑特別制作Ｃ （1単位）

彫塑特別制作Ｄ （1単位）

彫塑特別制作Ｅ （1単位）

彫塑特別制作Ｆ （1単位）

彫塑特別制作Ｇ （1単位）

金属彫刻制作‒１ （1.5 単位）

金属彫刻制作‒２ （1.5 単位）

テラコッタ制作 （1.5 単位）

彫塑領域特別演習 （3単位）（必修）

彫塑領域特別研究 （3単位）（必修）

 （14 条対応）

　所属領域群の科目の中から選択するもの。

　その他 10 単位を限度として、所属領域群

以外の領域、本研究科の他専攻、他研究科で

開講されている科目で研究上必要とするも

の。

24単位以上 30単位以上
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専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（18単位以上） 関連科目（6単位以上） 単位計

書論特講Ⅰ （1.5 単位）

書論特講Ⅱ （1.5 単位）

書鑑賞論特講Ⅰ （1.5 単位）

書鑑賞論特講Ⅱ （1.5 単位）

西洋美術史１ 

西洋美術史２ 

日本美術史 

美術論 

芸術教育論Ａ‒ 1 

その他の専攻共通科目

6単位以上 隷・楷漢字制作 （3単位）

行・草漢字制作 （3単位）

古文字書法A （3単位）

古文字書法B （3単位）

仮名制作A （3単位）

仮名制作B （3単位）

書学外演習Ａ （1.5 単位）

書学外演習Ｂ （1.5 単位）

書領域特別演習 （3単位）

書領域特別研究 （3単位）

 （14 条対応）

日本史演習 

東洋史演習 

日本文献学研究 

和漢比較文学研究 

中国文学研究 

中国語学研究 

　その他、10 単位を限度として、所属領域

群以外の領域、本研究科の他専攻、及び他研

究科および学群で開講されている科目で研究

上必要とするもの。

24単位以上 30単位以上

書領域の参考履修例
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構成領域の参考履修例

専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（12単位以上） 関連科目（12単位以上） 単位計

構成論特講Ⅰ （1.5 単位）

構成論特講Ⅱ （1.5 単位）

創造的復興：

ローカルデザイン特別演習Ⅰ （2単位）

創造的復興：

チャレンジ特別学外演習Ⅰ （2単位）

創造的復興：

ローカルデザイン特別演習Ⅱ （2単位）

創造的復興：

チャレンジ特別学外演習Ⅱ （2単位）

創造的復興：国際学外演習 （2単位）

デザイン特講A （1単位）

デザイン特講B （1単位）

デザイン特講C （1単位）

デザイン特講D （1単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習A ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習A ‒Ⅱ （1.5 単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習B ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習B ‒Ⅱ （1.5 単位）

その他の専攻共通科目

6単位以上 平面・立体構成論特講 （1.5 単位）

平面・立体構成演習 （1.5 単位）

色彩計画論特講 （1.5 単位）

色彩計画演習 （1.5 単位）

構成領域特別演習 （3単位）

構成領域特別研究 （3単位）

視覚伝達設計論特講 （1単位）

視覚伝達設計演習Ａ （1単位）

視覚伝達設計演習Ｂ （1単位）

グラフィックデザイン論特講 （1.5 単位）

グラフィックデザイン演習 （1.5 単位）

画像表現論特講 （1.5 単位）

画像表現演習 （1.5 単位）

現代アート表現論 （1.5 単位）

現代アート表現演習 （1.5 単位）

メディア表現論 （1.5 単位）

メディア表現演習 （1.5 単位）

現代美術論 （1.5 単位）

現代美術演習 （1.5 単位）

ガラス造形演習 I （1.5 単位）

ガラス造形演習Ⅱ （1.5 単位）

陶磁造形演習 I （1.5 単位）

陶磁造形演習Ⅱ （1.5 単位）

木材造形演習 I （1.5 単位）

木材造形演習Ⅱ （1.5 単位）

漆芸演習 （2単位）

　上記科目を中心にデザイン学領域群専門科

目の中から選択する科目。

　その他、10 単位を限度として、所属領域

群以外の領域、本研究科の他専攻、及び他研

究科で開講されている科目で研究上必要とす

るもの。

24単位以上 30単位以上
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総合造形領域の参考履修例

専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（15単位以上） 関連科目（9単位以上） 単位計

構成論特講Ⅰ （1.5 単位）

構成論特講Ⅱ （1.5 単位）

創造的復興：

ローカルデザイン特別演習Ⅰ （2単位）

創造的復興：

チャレンジ特別学外演習Ⅰ （2単位）

創造的復興：

ローカルデザイン特別演習Ⅱ （2単位）

創造的復興：

チャレンジ特別学外演習Ⅱ （2単位）

創造的復興：国際学外演習 （2単位）

デザイン特講A （1単位）

デザイン特講B （1単位）

デザイン特講C （1単位）

デザイン特講D （1単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習A ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習A ‒Ⅱ （1.5 単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習Ｂ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習Ｂ‒Ⅱ （1.5 単位）

その他の専攻共通科目

6単位以上 現代アート表現論 （1.5 単位）

現代アート表現演習 （1.5 単位）

メディア表現論 （1.5 単位）

メディア表現演習 （1.5 単位）

現代美術論 （1.5 単位）

現代美術演習 （1.5 単位）

総合造形領域特別演習 （3単位）

総合造形領域特別研究 （3単位）

　上記のほか、「修士（芸術学）」の学位を

取得希望の者は、下記の科目の中から、6

単位以上を履修すること。

近代美術史特講Ⅰ‒１ （1単位）

近代美術史特講Ⅰ‒２ （1単位）

近代美術史特講Ⅱ‒１ （1単位）

近代美術史特講Ⅱ‒２ （1単位）

芸術支援学特講‒１ （1単位）

芸術支援学特講‒２ （1単位）

洋画技法論特講 （2単位）

版画制作B ‒Ⅰ （1.5 単位）

版画制作B ‒Ⅱ （1.5 単位）

日本画表現技法・材料特講 （2単位）

彫塑技法論特講‒１ （1単位）

彫塑技法論特講‒２ （1単位）

隷・楷漢字制作 （3単位）

美術論特講‒１ （1単位）

美術論特講‒２ （1単位）

平面・立体構成論特講 （1.5 単位）

平面・立体構成演習 （1.5 単位）

色彩計画論特講 （1.5 単位）

色彩計画演習 （1.5 単位）

ガラス造形演習 I （1.5 単位）

ガラス造形演習Ⅱ （1.5 単位）

陶磁造形演習Ⅰ・Ⅱ （1.5 単位）

木材造形演習Ⅰ・Ⅱ （1.5 単位）

視覚伝達設計演習Ａ （1単位）

視覚伝達設計演習Ｂ （1単位）

グラフィックデザイン論特講 （1.5 単位）

グラフィックデザイン演習 （1.5 単位）

画像表現論特講 （1.5 単位）

画像表現演習 （1.5 単位）

　その他、10 単位を限度として、所属領域

以外の領域、本研究科の他専攻、及び他研究

科等で開講されている科目で研究上必要とす

るもの。

24単位以上 30単位以上
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クラフト領域の参考履修例

専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（12単位以上） 関連科目（12単位以上） 単位計

構成論特講Ⅰ （1.5 単位）

構成論特講Ⅱ （1.5 単位）

創造的復興：

ローカルデザイン特別演習Ⅰ （2単位）

創造的復興：

チャレンジ特別学外演習Ⅰ （2単位）

創造的復興：

ローカルデザイン特別演習Ⅱ （2単位）

創造的復興：

チャレンジ特別学外演習Ⅱ （2単位）

創造的復興：国際学外演習 （2単位）

日本美術史‒１ （1単位）

日本美術史‒２ （1単位）

東洋美術史‒１ （1単位）

東洋美術史‒２ （1単位）

デザイン特講Ａ （1単位）

デザイン特講Ｂ （1単位）

デザイン特講Ｃ （1単位）

デザイン特講Ｄ （1単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習Ａ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習Ａ‒Ⅱ （1.5 単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習Ｂ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習Ｂ‒Ⅱ （1.5 単位）

その他の専攻共通科目

6単位以上 ガラス造形演習 I （1.5 単位）

ガラス造形演習Ⅱ （1.5 単位）

陶磁造形演習 I （1.5 単位）

陶磁造形演習Ⅱ （1.5 単位）

木材造形演習 I （1.5 単位）

木材造形演習Ⅱ （1.5 単位）

漆芸演習 （2単位）

クラフト領域特別演習 （3単位）

クラフト領域特別研究 （3単位）

 （14 条対応）

平面・立体構成論特講 （1.5 単位）

平面・立体構成演習 （1.5 単位）

色彩計画論特講 （1.5 単位）

色彩計画演習 （1.5 単位）

現代アート表現論 （1.5 単位）

現代アート表現演習 （1.5 単位）

メディア表現論 （1.5 単位）

メディア表現演習 （1.5 単位）

現代美術論 （1.5 単位）

現代美術演習 （1.5 単位）

視覚伝達設計演習Ａ （1単位）

視覚伝達設計演習Ｂ （1単位）

グラフィックデザイン論特講 （1.5 単位）

グラフィックデザイン演習 （1.5 単位）

画像表現論特講 （1.5 単位）

画像表現演習 （1.5 単位）

　その他、10 単位を限度として、所属領域

群以外の領域、本研究科の他専攻、及び他研

究科で開講されている科目で研究上必要とす

るもの。

24単位以上 30単位以上
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ビジュアルデザイン領域の参考履修例

専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（12単位以上） 関連科目（12単位以上） 単位計

構成論特講Ⅰ （1.5 単位）

構成論特講Ⅱ （1.5 単位）

創造的復興：

ローカルデザイン特別演習Ⅰ （2単位）

創造的復興：

チャレンジ特別学外演習Ⅰ （2単位）

創造的復興：

ローカルデザイン特別演習Ⅱ （2単位）

創造的復興：

チャレンジ特別学外演習Ⅱ （2単位）

創造的復興：国際学外演習 （2単位）

デザイン特講A （1単位）

デザイン特講B （1単位）

デザイン特講C （1単位）

デザイン特講D （1単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習Ａ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習Ａ‒Ⅱ （1.5 単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習Ｂ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習Ｂ‒Ⅱ （1.5 単位）

その他の専攻共通科目

6単位以上 視覚伝達設計論特講 （1単位）

視覚伝達設計演習Ａ （1単位）

視覚伝達設計演習Ｂ （1単位）

グラフィックデザイン論特講 （1単位）

グラフィックデザイン演習 （1単位）

画像表現論特講 （2単位）

画像表現演習 （1単位）

ビジュアル・コミュニケーション演習

（1単位）

ビジュアルデザイン領域特別演習（3単位）

ビジュアルデザイン領域特別研究（3単位）

 （14条対応）

※ ビジュアルデザイン領域特別演習は１年

次に、ビジュアルデザイン領域特別研究

は２年次以降に必ず履修すること。

平面・立体構成論特講 （1.5 単位）

平面・立体構成演習 （1.5 単位）

色彩計画論特講 （1.5 単位）

色彩計画演習 （1.5 単位）

現代アート表現論 （1.5 単位）

現代アート表現演習 （1.5 単位）

メディア表現論 （1.5 単位）

メディア表現演習 （1.5 単位）

現代美術論 （1.5 単位）

現代美術演習 （1.5 単位）

ガラス造形演習 I （1.5 単位）

ガラス造形演習Ⅱ （1.5 単位）

陶磁造形演習Ⅰ （1.5 単位）

陶磁造形演習Ⅱ （1.5 単位）

木材造形演習Ⅰ （1.5 単位）

木材造形演習Ⅱ （1.5 単位）

　その他、10 単位を限度として、所属領域

群以外の領域で開講されている科目で研究上

必要とするもの。

24単位以上 30単位以上
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情報デザイン領域の参考履修例

専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（17単位以上） 関連科目（7単位以上） 単位計

構成論特講Ⅰ （1.5 単位）

構成論特講Ⅱ （1.5 単位）

デザイン特講Ａ （1単位）

デザイン特講Ｂ （1単位）

デザイン特講Ｃ （1単位）

デザイン特講Ｄ （1単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習A ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習A ‒Ⅱ （1.5 単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習B ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習B ‒Ⅱ （1.5 単位）

その他の専攻共通科目

6単位以上 情報デザイン論特講 （２単位）

感性情報メディア論特講Ⅰ （１単位）

感性情報メディア論特講Ⅱ （１単位）

情報デザイン設計論特講 （２単位）

情報デザイン演習 （２単位）

デザイン総合演習 （２単位）

インターンシップ （１単位）

情報デザイン領域特別演習 （３単位）

情報デザイン領域特別研究 （３単位）

 （14条対応）

生産デザイン論特講 （２単位）

デザイン解析論特講 （２単位）

デザインイノベーション論特講 （２単位）

　デザイン学領域群の科目の中から選択する

もの。

　その他、10 単位を限度として、所属領域

群以外の領域、本研究科の他専攻、他研究科

及び学群で開講されている科目の中からで研

究上必要とされるものを選択する。

24単位以上 30単位以上
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プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
領
域
の
参
考
履
修
例

専
　
攻
　
共
　
通
　
科
　
目

専
　
　
　
　
　
門
　
　
　
　
　
科
　
　
　
　
　
目

単
位
合
計

単
位
計

選
択
必
修
科
目
（
1
7
単
位
以
上
）

関
連
科
目
（
7
単
位
以
上
）

単
位
計

構
成
論
特
講
Ⅰ
 

（
1
.5
単
位
）

構
成
論
特
講
Ⅱ
 

（
1
.5
単
位
）

デ
ザ
イ
ン
特
講
Ａ
 

（
1
単
位
）

デ
ザ
イ
ン
特
講
Ｂ
 

（
1
単
位
）

デ
ザ
イ
ン
特
講
Ｃ
 

（
1
単
位
）

デ
ザ
イ
ン
特
講
Ｄ
 

（
1
単
位
）

大
学
を
開
く
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

特
講
・
演
習
A
‒Ⅰ
 

（
1
.5
単
位
）

特
講
・
演
習
A
‒Ⅱ
 

（
1
.5
単
位
）

大
学
を
開
く
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

特
講
・
演
習
B
‒Ⅰ
 

（
1
.5
単
位
）

特
講
・
演
習
B
‒Ⅱ
 

（
1
.5
単
位
）

そ
の
他
の
専
攻
共
通
科
目

6
単
位
以
上

生
産
デ
ザ
イ
ン
論
特
講
 

（
２
単
位
）

デ
ザ
イ
ン
解
析
論
特
講
 

（
２
単
位
）

デ
ザ
イ
ン
イ
ノ
べ
ー
シ
ョ
ン
論
特
講
 （
２
単
位
）

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
演
習
 

（
２
単
位
）

デ
ザ
イ
ン
総
合
演
習
 

（
２
単
位
）

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
 

（
１
単
位
）

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
領
域
特
別
演
習
 （
３
単
位
）

プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン
領
域
特
別
研
究
 （
３
単
位
）

 
（
1
4
条
対
応
）

　
デ
ザ
イ
ン
学
領
域
群
の
科
目
の
中
か
ら
1
0
単
位

を
限
度
と
し
て
、
所
属
領
域
群
以
外
の
領
域
、
本
研

究
科
の
他
専
攻
、
他
研
究
科
及
び
学
群
で
開
講
さ
れ

て
い
る
科
目
の
中
か
ら
で
研
究
上
必
要
と
さ
れ
る
も

の
を
選
択
す
る
。

2
4
単
位
以
上
3
0
単
位
以
上



3
8

環境デザイン領域の参考履修例

専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（18単位以上） 関連科目（6単位以上） 単位計

構成論特講Ⅰ （1.5 単位）

構成論特講Ⅱ （1.5 単位）

デザイン特講Ａ （1単位）

デザイン特講Ｂ （1単位）

デザイン特講Ｃ （1単位）

デザイン特講Ｄ （1単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習A ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習A ‒Ⅱ （1.5 単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習B ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習B ‒Ⅱ （1.5 単位）

その他の専攻共通科目

6単位以上 環境デザイン論特講 （2単位）

都市・地域設計論特講 （2単位）

サイトプランニング論特講 （2単位）

建築・都市パッシブデザイン論特講

 （2単位）

デザイン総合演習 （2単位）

環境デザイン演習 （2単位）

環境デザイン領域特別演習 （3単位）

環境デザイン領域特別研究 （3単位）

 （14 条対応）

都市形成史 （2単位）

都市景観論 （2単位）

居住環境計画論 （2単位）

　

以上システム情報工学研究科授業科目。その

他、10 単位を限度として、所属領域群以外

の領域、本研究科の他専攻、他研究科で開講

されている科目で研究上必要とするもの。

24単位以上 30単位以上
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専　攻　共　通　科　目
専　　　　　門　　　　　科　　　　　目

単位合計
単位計 選択必修科目（20単位以上） 関連科目（4単位以上） 単位計

構成論特講Ⅰ （1.5 単位）

構成論特講Ⅱ （1.5 単位）

デザイン特講Ａ （1単位）

デザイン特講Ｂ （1単位）

デザイン特講Ｃ （1単位）

デザイン特講Ｄ （1単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習A ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習A ‒Ⅱ （1.5 単位）

大学を開くデザインプロデュース

特講・演習B ‒Ⅰ （1.5 単位）

特講・演習B ‒Ⅱ （1.5 単位）

その他の専攻共通科目

6単位以上 建築構法論特構 （2単位）

建築計画論特講 （2単位）

建築設計論特講 （2単位）

建築・都市フィールドデザイン論特講

 （2単位）

建築・都市パッシブデザイン論特講

 （2単位）

デザイン総合演習 （2単位）

建築デザイン演習 （2単位）

環境デザイン演習 （2単位）

インターンシップ （1単位）

建築デザイン領域特別演習 （3単位）

建築デザイン領域特別研究 （3単位）

 （14 条対応）

　デザイン学領域群の科目の中から選択する

もの。

　その他、10 単位を限度として、所属領域

群以外の領域、本研究科の他専攻、他研究科

及び学群で開講されている科目の中からで研

究上必要とされるものを選択する。

24単位以上 30単位以上

建築デザイン領域の参考履修例
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修了までの流れ 

時期 

入学年次

春学期

修了年次 

5 月 

11 月 

1 月 

2 月 

3 月 

行事・申請書類等 指導・審査等 

・  入学式，ガイダンス 

・  研究計画立案 

芸術専攻入学者の研究動向調査票

社会人特別選抜入学者研究動向調査票

TWINSで履修申請

単位認定申請書（他大学院取得単位）

修士論文計画届

梗概集原稿 

指導教員決定 

梗概集発行 

指導教員 

修士論文題目（確定）届

学位論文審査願 

論文概要 

論文目録 

論文目録（作品） 

履歴書 

修士論文（正，副） 

修了制作 

論文受領票 

修士（芸術学又はデザイン学）学位論文審査実施委員会（主査副査候補者指名）

学位論文審査委員会（論文審査，口述試験）

修士（芸術学又はデザイン学）学位論文審査実施委員会（合否確認）

人間総合科学研究科運営委員会（合否判定）

・  履修計画立案

・  履修計画立案，修士論文立案 

・  修士論文制作・執筆 

・  修士論文提出 

・  梗概集作成 

・  修了展 

・  修了式（学位記授与式） 

＜資料 1＞
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＜書式見本＞

研究動向調査票［表］（一般・社会人）

・実際の用紙はA4サイズです

・型式、文言が変更される場合もあるので、提出時の指示に従うこと

＜資料 2＞
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＜書式見本＞

研究動向調査票［裏］（社会人）

・実際の用紙はA4サイズです

・型式、文言が変更される場合もあるので、提出時の指示に従うこと
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平成　　年　　月　　日

筑波大学大学院人間総合科学研究科博士前期課程芸術専攻

修士論文計画届

学籍番号　　　　　　　　　　　　　　　氏　名　　　　　　　　　　　　

1．論文題目

２．研究の目的、意義

３．研究内容及び方法

４．研究計画

５．資料（中心資料及び

　　関連資料）

指導教員　　　　　　　　　　　　　印　　　　副指導教員　　　　　　　　　　　　　印

＜書式見本＞

修士論文計画届
・型式、文言が変更される場合もあるので、提出時の指示に従うこと

＜資料 3＞
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平成　　　年     月      日

筑波大学大学院博士前期課程芸術専攻

修士論文題目（確定）届

（注）この届出後の題目変更はできませんので注意してください。

修士論文提出時の題目が異なる場合は論文を受理できません。

学籍番号　　　　　　　　　　　　　　氏   名　　　　　　　　　　　　                    

論文題目

　※　楷書で丁寧に記入すること　（作品名が未確定の場合、現時点では記入不要）

指導教員　　　　　　　　　　　　　印　　　　　副指導教員　　　　　　　　　　　　　

＜書式見本＞

修士論文題目（確定）届
・型式、文言が変更される場合もあるので、提出時の指示に従うこと

＜資料 4＞
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＜書式見本＞

修了研究の提出方法／学位論文審査願

・実際の用紙はそれぞれA4サイズです

・型式、文言が変更される場合もあるので、提出時の指示に従うこと
博
士
前
期
課
程
修
了
予
定
者
　
各
位

記

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
下
記
の
と
お
り
取
り
扱
う
の
で
遺
漏
の
な
い
よ
う
提
出
す
る
こ
と
。

修
了
研
究
の
提
出
に
つ
い
て

１
．
提
出
日
時
　
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日
（
　
）
１
３
：
３
０
〜
１
６
：
０
０
（
厳
守
）

２
．
提
出
場
所
　
　
芸
術
学
系
棟
２
階
　
Ｂ
２
０
３
会
議
室
（
修
了
制
作
を
除
く
）

３
．
提
出
を
要
す
る
も
の

　
①
　
学
位
論
文
審
査
願
　
　
１
通
（
所
定
用
紙
を
使
用
）
　
・
指
導
教
員
の
印
が
押
印
さ
れ
た
も
の
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
論
文
提
出
時
に
前
期
芸
術
専
攻
長
印
を
受
け
る
。

　
②
　
論
文
概
要
　
　
　
　
　
１
通
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
Ａ
４
判
縦
位
置
横
書
き
（
８
０
０
字
）
程
度
。

　
③
　
論
文
目
録
　
　
　
　
　
１
通
（
所
定
用
紙
を
使
用
）
　
・
修
士
論
文
題
目
の
書
き
方
は
別
紙
の
と
お
り
と
す
る
。

　
④
　
履
歴
書
　
　
　
　
　
　
１
通
（
所
定
用
紙
を
使
用
）

　
⑤
　
修
士
論
文
（
正
）
　
　
１
通

　
　
　
（
芸
術
学
領
域
群
）

　
　
　
　
 美

術
史
・
芸

術
支

援
の

各
領

域
に

お
い

て
は

論
文

、
洋

画
・
日

本
画
・
彫

塑
の

各
領

域
に

お
い

て
は

作
品

及
び

研
究

報
告

書
、
書
領
域
に
お
い
て
は
作
品
及
び
論
文
と
す
る
。

　
　
　
（
デ
ザ
イ
ン
学
領
域
群
）

　
　
　
　
論
文
ま
た
は
作
品
と
す
る
。
た
だ
し
、
作
品
の
場
合
は
研
究
報
告
書
を
添
付
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
芸
術
学
領
域
群
・
デ
ザ
イ
ン
学
領
域
群
共
通

　
　
　
　
　
・
Ａ
４
判
縦
位
置
横
書
き
。

　
　
　
　
　
・
P
C
、
ワ
ー
ド
ソ
フ
ト
等
の
使
用
及
び
そ
の
書
式
に
つ
い
て
は
指
導
教
員
に
指
導
を
受
け
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
・
 制

作
作

品
写

真
（

図
版

）
（

キ
ャ

ビ
ネ

サ
イ

ズ
以

上
、

モ
ノ

ク
ロ

・
カ

ラ
ー

い
ず

れ
も

可
）

は
A
4
判

台
紙

に
貼

付
又

は
P
C
等
よ
り
印
刷
し
た
用
紙
を
添
付
す
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
・
 本

文
と

同
じ

用
紙

で
バ

イ
ン

ダ
ー

に
表

紙
を

付
け

、
適

宜
の

位
置

に
「

論
文

題
目
・
学

籍
番

号
・
氏

名
」
を

大
き

な
文

字
で

記
載

す
る

こ
と
。

　
⑥
　
修
士
論
文
〔
副
〕
　
２
通

　
　
　
・
　
論
文
、
写
真
（
図
版
）
と
も
コ
ピ
ー
可
、
た
だ
し
保
存
中
に
消
え
る
お
そ
れ
の
な
い
も
の
に
限
る
。

　
　
　
・
　
修
士
論
文
〔
正
〕
と
同
様
に
表
紙
を
つ
け
る
。

　
⑦
　
修
了
制
作
　
　
　
　
・
　
作
品
の
裏
面
等
に
論
文
目
録
（
作
品
）
を
貼
付
す
る
こ
と
（
１
作
品
に
つ
き
１
枚
ず
つ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
 作

品
の

提
出

に
当

た
っ

て
は

、
下

表
の

提
出

場
所

に
必

ず
本

人
が

確
認

時
間

の
１

０
分

前
に

待
機

し
て
作
品
の
確
認
を
受
け
る
こ
と
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
修
了
制
作
（
作
品
）
受
付
　
　
　
　
　
年
　
月
　
日
(
　
)
　
　
下
記
時
間

４
．

そ
の

他
　

①
　

学
位

論
文

審
査

申
請

に
係

る
書

類
は

、
　

　
月

　
　

日
（

　
）

か
ら

、
芸

術
系

事
務

室
で

配
付

す
る

。
　

②
　

修
士

論
文

〔
正

〕
及

び
〔

副
〕

は
、

そ
れ

ぞ
れ

適
当

な
バ

イ
ン

ダ
ー

に
挟

ん
で

提
出

す
る

こ
と

（
２

穴
タ

イ
プ

は
不

可
）
。

　
③

　
合

格
者

の
論

文
は

、
概

要
を

ま
と

め
「

修
士

論
文

梗
概

集
」

と
し

て
刊

行
さ

れ
る

。
　

　
　

梗
概

集
の

関
係

書
類

を
　

月
　

日（
　

）の
論

文
受

付
時

に
配

付
す

る
の

で
日

程
に

従
っ

て
原

稿
作

成
、

校
正

等
を

行
う

こ
と
。

　
　

　
 ま

た
、

梗
概

集
に

登
載

さ
れ

る
修

了
制

作
の

写
真

撮
影

を
１

月
中

旬
に

行
う

の
で

、
修

了
作

品
提

出
者

は
必

ず
本

人
が

立
ち

合
い

撮
影

の
補

助
に

従
事

す
る

こ
と

。
　

④
　

作
品

は
、

修
了

判
定

後
指

導
教

員
の

指
示

に
よ

り
返

却
す

る
。

　
⑤

　
課

程
修

了
要

件
に

つ
い

て
は

、
十

分
留

意
し

、
特

に
単

位
修

得
状

況
は

事
前

に
確

認
し

て
お

く
こ

と
。 　

　
年

　
　

月
　

　
日

博
士

前
期

課
程

芸
術

専
攻

長

領
　
域

提
出
場

所
提
出
確
認
時
間

順
番

洋
　
　
　
画

６
Ｂ
４
０

６
1
0
：
0
0
〜

1
0
：
1
0

1

日
　
本
　
画

５
Ｃ
３
０

６
1
0
：
2
5
〜

1
0
：
3
5

7

彫
　
　
　
塑

木
彫
室
（

工
房
）

1
1
：
0
5
〜

1
1
：
1
5

6

書
Ｂ
６
３

９
1
1
：
4
0
〜

1
1
：
5
0

1
0

構
　
　
　
成

６
Ａ
２
０

３
1
0
：
3
5
〜

1
0
：
4
5

3

総
合

造
形

総
合
組
立
室

1
0
：
4
5
〜

1
0
：
5
5

4

ク
ラ

フ
ト

焼
成
室
・
作
業
コ
ー
ト
・

ガ
ラ
ス
実
習
室
・
木
工
組
立
室

1
0
：
5
5
〜

1
1
：
0
5

5

ビ
ジ
ュ
ア
ル
デ
ザ
イ
ン

Ｂ
３
４
１

1
1
：
1
5
〜

1
1
：
2
5

8

情
報
デ
ザ
イ
ン

６
Ｂ
３
０
２

1
0
：
1
0
〜

1
0
：
2
5

2
プ
ロ
ダ
ク
ト
デ
ザ
イ
ン

環
境
デ
ザ
イ
ン

建
築
デ
ザ
イ
ン

Ｂ
５
４
２

1
1
：
2
5
〜

1
1
：
4
0

9

＜資料 5＞
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＜書式見本＞

※□には学籍番号を記載すること

□□□□□□□□□

※   論文（正・副）

及び目録の論文

題目と必ず一致

させること。
○○○○○○○○

　作品「△△△△」及び研究報告書××××

＜資料 6＞
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＜書式見本＞

修士論文の書き方について／論文表紙の例

・実際の用紙はそれぞれA4サイズです

・型式、文言が変更される場合もあるので、提出時の指示に従うこと

※
□
に
は
学
籍
番
号
を
記
載
す
る
こ
と

□
□
□
□
□
□
□
□
□

「
　
　
　
　
」

＜
論
文
表
紙
の
例
＞

ダ
ッ
シ
ュ

ダ
ッ
シ
ュ

＜資料 7＞
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＜資料 9＞
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＜書式見本＞
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＜書式見本＞

論文受領票
・型式、文言が変更される場合もあるので、提出時の指示に従うこと

＜資料 11＞
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＜書式見本＞

梗概集　要項とスケジュール（参考）
・型式、文言が変更されます。修了年に配布される書式を確認すること。

＜資料 12＞
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博士前期課程修了予定者　各位

梗概集における修士論文題目の英文併記について

　別紙の通り、修士論文の英文併記は廃止されましたが、梗概集は従来通りですので、下記の書き方

に沿って文字原稿作成をし、梗概集の原稿提出（１月下旬）に備えておいてください。

【氏名】

　　　苗字はすべて大文字、名前の頭文字のみ大文字を使用する。

　　　　例：　筑波太郎 ＞　　TSUKUBA Taro

【論文題目】

　1）文頭は大文字で始める。なお「Study」の前には The をつけない。

　　　　例：「〜の研究」「〜に関する研究」の場合

　　　　　　　　　○　（Ａ）Study on〜　もしくは　（Ａ）Study of〜

　2）名詞、動詞、形容詞の各単語は頭文字のみ大文字で書く。

　3）〔作品「△△△△」〕は、英文ではダブルクォーテーション〔“　　”〕を使用する。

　　　　例：Work“△△△△”

　4） 副題の〔−　−〕は、英文ではコロン〔：〕を使用し、コロンの後を半角あける。（記載例②を参

照）

　5）題目および副題中の作品名、書名はイタリック体で書く。

　（記載例）

　　　①　ホログラフィーにおけるアートとテクノロジーの関係

　　　　　Relationship between Art and Technology in Holography

　　　②　場所と建築の関係　− ライト作品によるその分析的研究 −

　　　　　作品「△△△△」及び研究報告書

　　　　　Relationship between Place and Architecture : ▯An Analytical Study on

　　　　　F.L.Wright’s Architecture

　　　　　Work “△△△△”with Research Paper

【作品および図版下の説明部】（該当者対象）

　1）作品名には「　　」をつける。

　2）作品名の英訳部は、ダブルクォーテーション〔“　　”〕を使用する。

　3）副題の〔−　−〕は、英訳部ではコロン〔：〕を使用する。

　4）作品のサイズは、平面作品では縦×横、立体作品では高さ×幅×奥行きの順に表記する。

20  年  月  日　カリキュラム委員会

（↑コロンの後を半角あける）

＜書式見本＞

＜資料 13＞
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＜書式見本＞ 梗概集 レイアウト指示サンプル・原稿整理用紙

・型式、文言が変更される場合があります。

領
域
群
、
領
域

2
4

＜資料 14＞
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　　　　年　　月　　日（　）までに、芸術系事務室へ提出すること。

＜書式見本＞

＜資料 15＞
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芸術関連施設等配置図

芸術学系棟の室番表示

総合研究棟Ｄの室番表示 

Ｂは棟を示す記号

３ケタの数字の百の位は階を示す

例：B201　学系棟2階の1号室

Ｄは棟を示す記号

３ケタの数字の百の位は階を示す

例：D201　総合研究棟D2階の1号室

版画室、印刷室 

彫刻工房（石彫、木彫、鋳造） 

クラフト工房（ガラス、陶磁、木工） 

総合組立室 

最初の６と次の記号（A、B）は棟を示す 
３ケタの数字の百の位は階を示す 

例：6B203 6B棟2階の3号室 

1F　体芸食堂 

2F　　〃　　、画材店 

3F　写真店、スポーツ用品店、カフェバー 

 

B□×× 

6A・6B棟の室番表示 
6○□×× 

D□×× 

芸術学系棟
5C棟 

6A棟 

体芸図書館 

福利厚生棟 

6B棟 

芸術系事務室（2F） 体育芸術エリア支援室（2F）

院生用掲示板（2F）

芸専ギャラリー（2F）

工房技官室 
（2F） 

アート＆デザイン
実習室 1

アート＆
デザイン
実習室
2

警備員室（1F） 

2F C2×× 

1F C1×× 

工

房

棟

 

総
合
研
究
棟
Ｄ 

G

＜資料 16＞
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芸 術 専 攻
担当領域群 教員氏名 職名 研究室 内線 E–maiI オフィスアワー

芸

術

学

領

域

群

石﨑　和宏 教　授 B435 2707 ishizaki*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 火 16:30 ～ 17:30
太田　圭 教　授 B637 6374 ohta*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 水 12:30 ～ 13:30
長田　年弘 教　授 B338 2819 osada*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
大原　央聡 教　授 B135 2844 hoha*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 月  9:00 ～ 10:00
菅野　智明 教　授 B535 2715 kanno*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 火 12:30 ～ 13:30
内藤　定壽 教　授 B634 2722 knightou*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 木 12:00 ～ 13:00
直江　俊雄 教　授 B331 2821 naoe*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 水 12:30 ～ 13:30
中村　伸夫 教　授 B537 2717 nobunaka*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 木 18:00 ～ 19:00
仏山　輝美 教　授 B632 2720 hotoke*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 月 12:30 ～ 13:30
森岡　隆 教　授 B536 2716 forest*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 水 11:15 ～ 12:15
田島　直樹 准教授 B636 2724 tajima*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 水 13:00 ～ 14:00
寺門　臨太郎 准教授 B436 2824 terakado*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
林　みちこ 准教授 B437 2856 michikohayashi*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
福満　正志郎 准教授 B635 2723 syo-f*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 火 12:00 ～ 13:00
程塚　敏明 准教授 B638 2827 kiku*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 水 12:30 ～ 13:30
山本　浩之 准教授 B434 2860 t-yama*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 水 12:30 ～ 13:30
水野　裕史 助　教 B337 2845 myuji*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
宮坂　慎司 助　教 B142 2840 shmiyasa*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
大久保　範子 助　教 B137 2732 norikontact*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 木 10:30 ～ 11:30
星　美加 助　教 B633 2721 mikahoshi*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）

デ

ザ

イ

ン

学

領

域

群

五十嵐　浩也 教　授 B304 2701 igara*@*kansei.tukuba.ac.jp 月 11:00 ～ 12:00
國安　孝昌 教　授 B306 2831 kuniyasu*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 水 17:00 ～ 18:00
野中　勝利 教　授 B432 2704 nonaka*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 木 12:00 ～ 13:00
花里　俊廣 教　授 B532 2708 hanazato*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 水 9:00 ～ 10:00
山中　敏正 教　授 D214 2702 tyam*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 木 14:00 ～ 15:00
小山　慎一 教　授 B303 2853 skoyama*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 月 14:00 ～ 15:00
田中　佐代子 教　授 B335 2823 satanaka*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
李　昇姫 准教授 D513 2700 lee*@*kansei.tsukuba.ac.jp 火 16:30 ～ 17:30
内山　俊朗 准教授 D218 2837 uchi*@*kansei.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
貝島　桃代 准教授 B533 2709 mkaijima*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
齋藤　敏寿 准教授 B138 2849 toshiju*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
橋本　剛 准教授 B534 2710 go*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 火 10:00 ～ 12:00
宮原　克人 准教授 B136 2843 miyahara*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 水 17:00 ～ 18:00
山田　協太 准教授 B532 2838 kyoutay*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
山本　早里 准教授 B310 2836 y-sari*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 木 12:30 ～ 13:30
渡　和由 准教授 B433 2705 watari*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 木 17:00 ～ 18:00
原　忠信 准教授 B332 2829 tad*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
小野　裕子 助　教 B307 3010 ono-y*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 火 16:30 ～ 17:30
上浦　佑太 助　教 B308 2828 ykamiura*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 月 17:00 ～ 18:00
加藤　研 助　教 B531 8494 o-kato*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
鄭　然 助　教 B309 3893 yeonglass*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
村上　史明 助　教 B305 2832 fumiaki*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
山田　博之 助　教 D215 6208 yamada*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 不定期（要事前連絡）
山本　美希 助　教 B333 2846 mk-yamamoto*@*geijutsu.tsukuba.ac.jp 火 14:00 ～ 15:00

人間総合科学研究科芸術専攻授業担当教員オフィスアワー等一覧

注　E-mail 使用の際は *＠*の *マークを削除して使用のこと。



43



筑波大学大学院人間総合科学研究科

博士前期課程 芸術専攻 
履修便覧 2019

筑波大学大学院人間総合科学研究科
博士前期課程芸術専攻 履修便覧 2019
発行日  2019年（平成 31年）3月
編集　  筑波大学大学院人間総合科学研究科博士前期課程芸術専攻カリキュラム委員会 　
発行　  筑波大学大学院人間総合科学研究科博士前期課程芸術専攻
　　　 〒305-8574 1-1-1
　　　 

まえがき

2019年度学年歴カレンダー

　専攻概要

教育目標・方針

履修方法・課程修了要件

開設授業科目一覧

資料

学
大
波
筑

科
究
研
学
科
合
総
間
人
院
学
大

程
課
期
前
士
博

 

攻
専
術
芸

 

　

覧
便
修
履

2019

目次

1

2

4

　

7

8

9

教育職員免許状（専修免許状）対応科目について23

参考履修例26

例言

3 2019年度学年歴

 1 修了までの流れ

 2 書式見本：研究動向調査票

 3 書式見本：修士論文計画届

 4 書式見本：修士論文題目（確定）届

 5 書式見本：修了研究の提出方法／学位論文審査願

 6 書式見本：論文概要の書き方について

 7 書式見本：修士論文の書き方について／論文表紙の例

 8 書式見本：論文目録

 9 書式見本：履歴書

 10 書式見本：論文目録（作品）

 11 書式見本：論文受領票

 12 書式見本：梗概集　要項とスケジュール（参考）

 13 書式見本：梗概集における修士論文題目の英文併記について

 14 書式見本：梗概集レイアウト指示サンプル・原稿整理用紙

 15 書式見本：研究・作品公開の承諾について

 16 芸術関連施設等配置図

人間総合科学研究科芸術専攻授業担当教員オフィスアワー等一覧

43

44

46

47

48

49

50

51

53

55

56

57

58

59

60

61

62


	表紙・目次
	まえがき
	学年暦
	学年暦カレンダー
	専攻概要
	専攻共通科目
	専門科目〔芸術学領域群〕【美術史領域】
	専門科目〔芸術学領域群〕【芸術支援領域】
	専門科目〔芸術学領域群〕【洋画領域】
	専門科目〔芸術学領域群〕【日本画領域】
	専門科目〔芸術学領域群〕【彫塑領域】
	専門科目〔芸術学領域群〕【書領域】
	専門科目〔デザイン学領域群〕【構成領域】
	専門科目〔デザイン学領域群〕【総合造形領域】
	専門科目〔デザイン学領域群〕【クラフト領域】
	専門科目〔デザイン学領域群〕【ビジュアルデザイン領域】
	専門科目〔デザイン学領域群〕【情報デザイン領域】
	専門科目〔デザイン学領域群〕【プロダクトデザイン領域】
	専門科目〔デザイン学領域群〕【環境デザイン領域】
	専門科目〔デザイン学領域群〕【建築デザイン領域】
	専門科目〔デザイン学領域群〕【複合領域】
	教育職員免許状（専修免許状）対応科目について
	美術史領域の参考履修例
	芸術支援領域の参考履修例
	洋画領域の参考履修例
	日本画領域の参考履修例
	彫塑領域の参考履修例
	書領域の参考履修例
	構成領域の参考履修例
	総合造形領域の参考履修例
	クラフト領域の参考履修例
	ビジュアルデザイン領域の参考履修例
	情報デザイン領域の参考履修例
	プロダクトデザイン領域の参考履修例
	環境デザイン領域の参考履修例
	建築デザイン領域の参考履修例
	資　　料
	授業担当教員オフィスアワー等一覧


<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (Japan Color 2001 Coated)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Warning
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /sRGB
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness false
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages false
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 150
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages false
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 150
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages false
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile (None)
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<
    /JPN <>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /BleedOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /ConvertColors /NoConversion
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MarksOffset 0
      /MarksWeight 0.283460
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PageMarksFile /JapaneseWithCircle
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
    <<
      /AllowImageBreaks true
      /AllowTableBreaks true
      /ExpandPage false
      /HonorBaseURL true
      /HonorRolloverEffect false
      /IgnoreHTMLPageBreaks false
      /IncludeHeaderFooter false
      /MarginOffset [
        0
        0
        0
        0
      ]
      /MetadataAuthor ()
      /MetadataKeywords ()
      /MetadataSubject ()
      /MetadataTitle ()
      /MetricPageSize [
        0
        0
      ]
      /MetricUnit /inch
      /MobileCompatible 0
      /Namespace [
        (Adobe)
        (GoLive)
        (8.0)
      ]
      /OpenZoomToHTMLFontSize false
      /PageOrientation /Portrait
      /RemoveBackground false
      /ShrinkContent true
      /TreatColorsAs /MainMonitorColors
      /UseEmbeddedProfiles false
      /UseHTMLTitleAsMetadata true
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [595.276 841.890]
>> setpagedevice




